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昔
か
ら
町
内
の
火
災
は
数
多
く
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
と
違
い
、
炊
事
、
ふ
ろ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
薪
を
使
用
し
て
い
た
た
め

ぶ

と
家
屋
の
構
造
が
カ
ヤ
葺
き
と
板
壁
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
燃
え
や
す
く
、
ま
た
水
利
の
便
も
悪
く
、
そ
の
う
え
消
防
設
備
も
貧
弱
で
あ
っ

た
た
め
、
一
軒
家
で
も
な
い
限
り
数
軒
、
数
十
軒
の
被
害
と
な
り
、
個
人
生
活
、
ひ
い
て
は
村
財
政
に
も
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

数
多
い
明
治
以
降
の
火
災
に
つ
い
て
、
記
録
の
乏
し
い
も
の
も
多
い
が
、
そ
の
中
か
ら
大
き
な
も
の
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

粟
生
部
落
も
火
災
の
多
い
集
落
で
、
明
治
十
八
年
以
降
で
も
五
件
に
及
び
、
な
か
に
は
一
家
が
数
回
の
災
害
に
遭
っ
た
例
も
あ
る
。

そ
の
災
害
状
況
を
列
記
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈲
明
治
十
八
年
旧
暦
七
月
二
十
五
日
午
前
四
時
ご
ろ
、
定
福
寺
長
屋
の
東
屋
根
よ
り
出
火
し
て
、
長
屋
を
全
焼
し
更
に
大
師
堂
、
仁

王
門
に
飛
び
火
し
て
こ
れ
を
全
焼
し
た
。

く

同
年
復
興
委
員
下
土
居
西
村
平
松
。
粟
生
三
谷
金
弥
・
長
洲
北
村
五
平
の
三
人
に
よ
り
、
石
堂
の
朝
倉
家
を
譲
り
受
け
現
在
の
庫

仁
王
門
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
八
日
再
建
落
成
し
、
ま
た
一
部
焼
け
焦
げ
た
仁
王
尊
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の

作
で
、
今
回
補
修
し
て
安
置
さ
れ
た
。

り裡
に
移
築
し
た
。

一
大
豊
町
の
火
災

目
粟
生
の
火
災

イタ

I

９
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明
治
二
十
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
伴
う
西
豊
永
村
役
場
は
、
大
字
上
東
、
大
前
百
八
十
五
番
地
に
置
か
れ
て
い
た
。

こ
の
役
場
の
火
災
に
つ
い
て
、
西
村
自
登
の
記
録
並
び
に
『
高
知
県
警
察
史
』
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年
七
月
二
十
五
日
午
前
二
時
三
十
分
こ
ろ
出
火
し
て
全
焼
し
た
。
原
因
は
村
内
居
住
「
某
」
の
放
火
に
よ
る
。

某
は
土
地
境
界
の
争
い
を
有
利
に
し
よ
う
と
し
て
役
場
に
出
頭
し
、
土
地
台
帳
、
図
面
を
閲
覧
中
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
変
造
し
た
。
こ
れ

が
後
日
発
覚
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
犯
跡
を
隠
す
た
め
に
放
火
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。

こ
の
役
場
焼
失
に
よ
っ
て
、
西
豊
永
村
は
新
庁
舎
の
位
置
問
題
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
、
約
四
か
年
の
仮
庁
舎
で
の
執
務
を
経
て
明
治
三

十
七
年
三
月
、
大
字
川
戸
へ
新
築
移
転
し
た
Ｑ

ま
た
、
こ
の
火
災
に
よ
っ
て
明
治
初
年
来
の
歴
史
的
資
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。

、
、
、
、
、

。
昭
和
三
年
八
月
二
十
五
日
、
平
石
吉
吾
宅
か
ら
出
火
へ
馬
小
屋
に
ち
ょ
う
ち
ん
を
置
き
忘
れ
、
こ
れ
か
ら
発
火
し
た
。
被
災
者

は
、
平
石
吉
吾
、
平
石
利
春
、
三
谷
秀
晴
、
小
笠
原
武
義
の
四
戸
で
、
い
ず
れ
も
全
焼
し
た
。

、
、
、
、
、

白
昭
和
四
年
二
月
八
日
、
秋
田
明
一
の
家
人
が
、
精
米
場
に
ち
ょ
う
ち
ん
を
置
き
忘
れ
こ
れ
か
ら
出
火
し
た
。
被
災
者
は
、
秋
田
明

一
、
小
笠
原
幸
助
、
小
笠
原
牛
太
郎
、
西
村
常
男
、
小
笠
原
和
太
郎
、
三
谷
昌
保
の
六
戸
で
全
焼
し
た
。

、
、
、
、

四
昭
和
三
十
二
年
七
月
二
十
四
日
、
阿
戸
勇
宅
か
ら
出
火
、
ろ
う
そ
く
の
火
が
蚊
帳
に
燃
え
移
り
、
火
災
と
な
っ
た
。
被
災
者
は
、

秋
田
昭
一
、
阿
戸
勇
、
秋
本
熊
吾
、
岸
勝
子
、
平
石
秀
信
、
平
石
秋
重
の
以
上
六
戸
で
全
焼
し
た
。

⑥
昭
和
四
十
四
年
十
月
十
六
日
、
三
谷
明
宅
か
ら
出
火
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
の
過
熱
に
よ
る
も
の
で
、
被
災
者
は
、
三
谷
明
、
平
石
秋

重
、
平
石
秀
信
の
以
上
三
戸
で
全
焼
し
た
。

ロ
西
豊
永
村
役
場
の
火
災
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落
合
は
東
豊
永
村
役
場
の
所
在
地
で
あ
り
当
時
か
ら
人
口
密
度
が
高
く
、
村
の
政
治
、
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

落
合
の
火
災
は
、
大
正
十
四
年
七
月
二
十
五
日
の
夜
半
十
二
時
ご
ろ
に
出
火
し
、
全
半
焼
合
わ
せ
て
三
十
戸
を
数
え
翌
二
十
六
日
午
前

六
時
ご
ろ
に
鎮
火
、
損
害
額
約
三
十
万
円
で
あ
っ
た
。

当
時
の
記
録
を
見
る
と
、
東
豊
永
発
電
所
が
完
成
し
落
合
に
電
灯
が
点
灯
さ
れ
た
の
が
同
十
四
年
十
一
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

火
災
当
時
に
は
灯
火
用
の
灯
油
を
落
合
の
商
店
で
販
売
し
て
い
た
の
で
こ
れ
に
引
火
し
、
ま
た
現
在
の
よ
う
に
消
防
体
制
が
十
分
整
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
被
害
を
よ
り
大
き
く
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
島
崎
慶
馬
備
忘
録
』
に
よ
る
と
、
次
の
と
お
り
。

大
正
十
四
年
七
月
五
日
午
後
十
二
時
頃
発
火
。
但
シ
、
上
池
正
義
、
安
岡
国
繁
、
森
本
政
茂
三
名
ノ
共
有
倉
庫
ノ
空
家
ヨ
リ
発
火
セ
シ
ト
言
ウ
。

同
二
十
六
日
午
前
六
時
鎮
火
ス
。

全
損
害
約
三
十
万
円
卜
云
ウ
。

全
焼

一
一
一近上岩上

半
焼笹

岡
伸
為
山
中
伊
豆
馬
計
二
戸

日
落
合
の
火
災
（
第
一
次
）

村崎村藤谷

繁
太
郎

梅
吉

卯
次
郎

弥
太
郎

弥
之
助

三
谷
一
福

松
田
鶴
吉

安
岡
国
繁

小
笠
原
峯
治

東
豊
永
村
役
場

三
谷
茂
栄

秋
山
寅
弥

上
池
正
義

小
笠
原
袈
裟
次

大
滝
巡
査
駐
在
所

佐森小門

田
伊
豆
馬

林
亀
吾

本
政
茂

竹
鶴
次

計
二
十
七
戸

岡 都 上 門

林築村田

長
馬

基
正

友
次

一
一
一
一
一
一
一
一

内恒上大

田石村田

耕

友
衛

芳
之
助

酒
店
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大
正
十
四
年
に
、

葉
煙
草
専
売
所
倉
庫
全
焼

（
葉
煙
草
四
千
八
百
貫
在
庫
）

通
計
三
十
戸

画
落
合
の
火
災
（
第
二
次
）

全
半
焼
三
十
戸
の
大
火
災
が
あ
っ
て
三
十
年
足
ら
ず
の
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
九
日
の
早
朝
、

火災前の落合昭和26年ころ

あ
っ
て
三
十
年
足
ら
ず
の
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
九
日
の
早
朝
、
落
合
下
町
、
上
地
照

喜
宅
か
ら
出
火
し
、
ま
た
た
く
間
に
村
役
場
ほ
か
十
二
戸
を
全
焼
し
た
。

村
役
場
は
火
元
に
近
接
し
て
お
り
、
当
時
教
育
長
の
職
に
あ
っ
た
渡
辺
盛
男
の
話
で

は
、
役
場
に
馳
け
つ
け
た
と
き
は
、
火
は
す
で
に
役
場
に
燃
え
移
っ
て
お
り
、
戸
籍
簿

の
持
ち
出
し
ぐ
ら
い
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。

う

こ
の
火
事
で
明
治
以
来
保
存
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
記
録
が
す
べ
て
烏
有
に
帰
し
た
こ

と
は
、
惜
し
承
て
も
余
り
が
あ
る
。
同
日
役
場
は
消
防
会
館
を
仮
事
務
所
と
し
て
、
役

場
事
務
及
び
災
害
対
策
に
当
た
っ
た
。

翌
昭
和
二
十
九
年
三
月
十
一
日
庁
舎
再
建
の
起
工
式
を
行
い
翌
三
十
年
三
月
落
成
し

た
。
そ
の
建
物
が
現
在
の
東
豊
永
郵
便
局
で
あ
る
。

被
災
者
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

小
笠
原
豊
一
三
谷
栄
太
郎
都
築
菊
太

三
谷
亀
清
都
築
来
城
三
谷
定
章
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敗
戦
後
十
五
年
を
経
て
、
な
ん
と
か
立
ち
直
り
を
見
せ
は
じ
め
た
昭
和
三
十
五
年
二
月
三
日
夜
十
二
時
ご
ろ
、
落
合
集
落
の
中
心
部
か

ら
出
火
、
県
道
沿
い
両
側
、
東
西
に
火
の
手
が
広
が
り
、
公
民
館
、
消
防
会
館
、
郵
便
局
を
含
め
全
焼
三
十
三
戸
、
半
焼
一
戸
の
計
三
十

四
戸
を
、
ま
た
た
く
間
に
な
め
尽
く
し
た
。
大
正
十
四
年
の
大
火
災
か
ら
三
十
数
年
目
、
ま
た
昭
和
二
十
八
年
の
第
二
次
火
災
か
ら
十
年

足
ら
ず
の
間
に
、
再
び
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
火
災
で
東
豊
永
郵
便
局
も
全
焼
し
た
が
、
東
の
端
に
位
置
し
て
い
た
の
と
多
数
の
応
援
を
得
て
、
郵
便
物
、
電
話
交
換
機
そ
の
他

重
要
文
書
類
の
持
ち
出
し
が
で
き
た
の
で
夜
明
け
と
と
も
に
鎮
火
を
見
て
、
大
豊
村
東
豊
永
支
所
の
庁
舎
の
一
部
を
借
り
受
け
、
翌
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
た
。
電
話
交
換
業
務
も
電
信
電
話
公
社
の
協
力
を
得
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
取
り
扱
い
を
始
め
、
郵
便
物
の
配
達
も
少

し
遅
れ
た
が
、
支
障
な
く
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
被
災
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
豊
村
東
豊
永
支
所
の
庁
舎
を
借
り
受
け
て
業
務
取
り
扱
い
を
し
て
い
た
東
豊
永
郵
便
局
は
、
大
豊

村
当
局
と
郵
政
省
の
間
で
売
買
契
約
が
成
立
し
、
東
豊
永
支
所
庁
舎
を
買
い
受
け
、
大
改
造
を
加
え
て
現
在
の
郵
便
局
庁
舎
と
し
た
。

被
災
者
世
帯
主
氏
名
そ
の
他
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

笹
岡
重
徳
山
中
龍
男
上
地
照
喜

教
員
住
宅
三
戸
建
一
棟
（
被
災
者
山
崎
勝
利
、
山
崎
花
寿
、
馬
場
弘
子
、
藤
田
幸
子
）
。

教
員
住
宅
東
隣
の
民
家
に
下
宿
し
て
い
た
松
木
清
教
師
も
被
災
し
た
の
で
小
・
中
学
校
の
教
師
五
人
が
被
災
し
た
こ
と
に
な
る
。

警
察
の
出
火
原
因
調
査
で
後
に
山
中
某
の
放
火
と
判
明
し
、
山
中
は
送
検
さ
れ
た
。

㈲
落
合
の
火
災
（
第
三
次
）
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昭
和
三
十
五
年
の
第
三
次
火
災
で
、
三
十
一
世
帯
・
百
二
十
一
人
の
火
事
災
害
を
受
け
て
か
ら
十
八
年
を
経
た
五
十
三
年
三
月
十
六
日

平島三渡渡小安山山信上上上豊西原小岩
笠 笠

石崎谷辺辺原岡中田高岡村池永村原崎

氏

徳祐健小絹敏国秋寅孟理幸俊正芳満
太次
郎秀郎春子夫繁徳盛繁保 宏 照 利 夫 幸 定 利

㈲
落
合
の
火
災
（
第
四
次
）

名
一
家
族
数
一
職
業
一
備
考
一
一
氏
名
一
家
族
数
一
職
業
一
備
考

五二六四六四五四四四六七五六四四三五

公医商飲商理商公商日旅司公公商

務食務〃雇喜〃務〃務
員師業業業容業員業業館士員員業

全

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

焼

渡
辺
福
恵

高
井
益
男

秋
田

重
森
亀
寿

松
村
庶
一

阿
佐
盛
若

笹
岡
彦
秀

大
坪
清
枝

阿
佐
秘
利

渡
辺
充
康

三
木
順
美

営
林
局
寄
宿
舎

全
焼
一
般
家
庭

都
築
家
昌

（
官
公
署
）

東
豊
永
公
民
館

消
防
会
館

東
豊
永
郵
便
局

合
計
一
一
一
二
一
名
一
三
一
世
帯

計

七 一 一 五一二二二三二三五
一
一
一

理一児寮公電無鍛日左理商無

務工雇官〃八

容名童母員工職業業業容業職

全
焼

″″
全
焼

″″″″″″″″″″″

三
○
世
帯

半
焼
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県
道
の
南
側
の
家
は
、
復
興
が
十
分
で
な
い
う
ち
に
二
回
目
の
災
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
七
日
、
大
豊
町
は
、
災
害
対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
、
本
部
を
東
豊
永
公
民
館
に
置
き
、
本
部
長
を
町
長
門
田
盛

一
郎
と
し
た
。
三
月
十
七
日
午
後
一
時
三
十
分
に
警
察
の
実
地
検
証
が
終
わ
り
、
各
地
区
、
各
団
体
等
の
応
援
を
得
て
被
災
家
屋
の
後
片

付
け
を
開
始
、
日
赤
高
知
県
支
部
か
ら
見
舞
い
品
と
し
て
、
毛
布
二
十
七
枚
、
日
用
品
セ
ッ
ト
十
四
個
、
シ
ャ
ツ
十
九
枚
が
届
き
、
ま
た

そ
の
他
個
人
及
び
団
体
か
ら
の
見
舞
い
の
金
品
が
多
数
集
ま
り
、
本
格
的
な
救
援
活
動
が
行
わ
れ
被
災
者
も
復
興
に
向
け
て
の
努
力
が
は

じ
ま
り
、
三
月
二
十
日
に
災
害
対
策
本
部
を
公
民
館
か
ら
大
豊
町
役
場
東
豊
永
支
所
に
移
し
た
。

そ
の
後
対
策
本
部
の
活
動
は
続
け
ら
れ
一
応
の
見
通
し
も
つ
ぎ
十
一
月
六
日
、
災
害
対
策
本
部
は
解
散
し
た
。

被
災
者
は
次
の
と
お
り
、
（
）
内
は
被
災
人
員
で
あ
る
。

阿
佐
秘
利
（
五
）
原
正
行
（
二
）
秋
田
一
（
二
）
山
中
稲
美
（
一
）
平
石
安
央
（
四
）

三
谷
幸
男
（
五
）
西
村
良
穂
（
四
）
西
村
美
佐
子
（
居
住
せ
ず
）
安
東
昭
（
四
）
森
本
隆
志
（
三
）

岩
崎
満
利
（
三
）
（
災
害
対
策
本
部
記
録
か
ら
）

東
豊
永
地
区
落
合
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
十
六
日
つ
い
に
四
回
目
の
十
一
戸
を
全
焼
す
る
火
災
が
起
き
た
。

落
合
部
落
の
火
災
は
、
大
豊
町
内
の
火
災
記
録
で
も
例
の
な
い
も
の
で
、
大
正
十
四
年
以
来
昭
和
五
十
三
年
ま
で
の
五
十
三
年
間
に
四

回
と
い
う
発
生
で
、
い
ず
れ
も
十
一
戸
か
ら
二
十
七
、
八
戸
と
い
う
大
規
模
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

落
合
は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
下
土
居
ｌ
久
生
野
間
の
郡
道
の
開
通
に
伴
っ
て
、
村
役
場
、
郵
便
局
、
巡
査
駐
在
所
、
葉
煙
草

ち
ゅ
う
象
つ

専
売
出
張
所
な
ど
の
移
転
開
設
以
来
急
速
に
発
展
し
、
人
口
が
調
密
で
人
家
は
軒
を
連
ね
て
空
き
地
が
な
く
、
そ
の
上
十
分
な
消
防
施
設

も
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
火
災
が
大
き
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

午
後
五
時
四
十
分
こ
ろ
、
前
回
の
大
火
災
の
と
ぎ
と
ほ
ぼ
同
じ
地
点
、
原
正
幸
（
焼
死
）
の
家
か
ら
出
火
し
、
十
世
帯
・
三
十
三
人
が
被

災
し
た
。
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四
回
の
火
災
で
、
落
合
部
落
の
住
民
は
全
戸
被
災
し
、
し
か
も
二
回
被
災
し
た
人
も
多
く
、
な
か
に
は
親
子
二
代
に
わ
た
り
三
回
の
人

も
あ
る
。
表
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
三
月
三
日
午
前
十
時
三
十
分
こ
ろ
、
旧
西
豊
永
村
下
桃
原
の
山
林
か
ら
発
生
し
た
不
審
火
は
、
同
部
落
の
人
家
二
戸
を
全

焼
し
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
約
一
億
岬
も
離
れ
た
連
火
部
落
に
飛
び
火
し
て
同
部
落
の
氏
神
で
あ
る
聖
神
社
を
は
じ
め
人
家

六
戸
を
全
焼
し
た
。
当
時
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
カ
ヤ
葺
き
で
あ
っ
た
た
め
、
か
な
り
遠
く
離
れ
た
家
に
次
点
と
飛
び
火
し
て
大
火
を
招
い

た
。

ま
た
、
集
落
の
上
方
の
山
林
に
も
延
焼
し
た
火
は
、
消
防
団
や
一
般
住
民
の
懸
命
の
消
火
活
動
も
、
水
不
足
の
た
め
困
難
を
極
め
た
た

大
正
十
四
年
（
一
次
）
｜
昭
和
二
十
八
年
（
二
次
）
｜
昭
和
三
十
五
年
（
三
次
）
｜
昭
和
五
十
三
年
（
四
次
）

安三三岩上上

岡谷谷崎池村
１
１
１

㈲
連
火
の
火
災

国 一茂弥正卯
太 次

繁福栄郎義郎

三
谷
栄
太
郎

三
谷
定
章

－

岩 上上阿三平山秋安

崎池村佐谷石中田岡

満理秘健徳国

利職瀧一繁 利照宏

岩
崎
満
利

阿三平山秋

佐谷石中田

秘幸安稲

利男央美一

－

被
二三二

同同同同同同同同

回回回

災
回
数
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昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
午
後
零
時
三
十
分
こ
ろ
、
東
豊
永
村
川
井
部
落
の
西
端
渡
辺
侶
章
宅
か
ら
出
火
し
、
折
か
ら
の
西
南
の
強
風

に
あ
お
ら
れ
て
、
二
十
九
戸
・
百
六
十
七
人
が
被
災
し
た
。

集
落
の
端
の
方
で
出
火
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
強
い
風
の
た
め
何
百
財
も
離
れ
た
屋
根
に
数
か
所
も
飛
び
火
し
た
が
、
水
の
便
が
悪
く

ま
た
た
く
間
に
部
落
の
大
半
を
焼
失
し
た
。

上
村
菖
清
は
、
自
分
の
家
が
類
焼
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
社
に
駆
け
つ
け
て
宝
物
等
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
が
扉
が
開
か

く
わ

ず
、
た
ま
た
ま
近
く
に
放
置
さ
れ
て
い
た
鍬
を
見
つ
け
、
こ
の
鍬
を
も
っ
て
扉
を
打
ち
破
り
、
よ
う
や
く
に
し
て
奉
遷
し
た
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
自
分
の
家
の
物
は
何
一
つ
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
美
挙
に
感
謝
感
激
し
た
部
落
民
氏
子
一
同
は
、
後
日
、
同
氏
の
生
存
中
に
頒
徳
碑
を
建
立
し
永
く
そ
の
徳
を
し
の
ぶ
こ
と
と
し

た
0

ち
出
さ
れ
て
焼
失
を
免
れ
た
。

め
、
結
局
鎮
火
し
た
の
は
翌
日
で
あ
っ
た
。
時
に
太
平
洋
戦
争
の
最
中
の
こ
と
で
毒
被
災
者
は
生
活
物
資
不
足
の
た
め
困
窮
を
極
め
た
Ｑ

氏
神
で
あ
る
聖
神
社
の
社
殿
が
全
焼
し
た
際
、
同
部
落
の
上
村
菖
清
の
必
死
の
活
躍
に
よ
り
、
御
神
体
、
棟
札
等
の
宝
物
は
無
事
に
持

被
災
者
氏
名

下
挑
原

連
火

建
物

例
川
井
の
火
災

上
村
定
美

上
村
金
富

聖
神
社

上
村

上
村

操保
上
村
栄
女
松
浦
春
恵
松
浦
国
義
上
村
菖
清
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川
井
部
落
の
復
興
対
策
本
部
は
被
災
者
の
救
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
火
災
の
記
録
を
克
明
に
と
っ
て
あ
り
、
そ
の
記
録
に
よ
る
と

敗
戦
後
二
年
足
ら
ず
の
諸
物
資
が
窮
乏
し
て
い
る
中
で
、
被
災
者
は
こ
と
の
ほ
か
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。

救
援
活
動
に
壷
力
し
た
村
当
局
や
村
民
の
延
べ
人
員
は
二
千
五
百
余
人
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
青
年
団
の
活
躍
は
目
覚
ま

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
↑

さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

が
強
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。

子
が
う
か
が
え
る
。

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

広
い
集
落
に
点
在
し
て
い
る
二
十
九
戸
の
全
部
が
焼
け
落
ち
る
の
に
わ
ず
か
に
二
時
間
余
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
乾
燥
と
風

被
災
者
の
中
に
は
火
元
付
近
へ
駆
け
つ
け
消
火
や
家
財
道
具
の
持
ち
出
し
に
協
力
し
て
い
る
う
ち
に
自
分
の
家
が
全
焼
し
た
と
い
う
例

少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
あ
る
人
は
外
地
か
ら
復
員
し
て
自
宅
に
帰
っ
て
見
る
と
、
そ
の
日
の
火
災
で
自
宅
は
全
焼
し
焼
け
跡
に
立
た

次
に
被
災
状
況
の
概
略
と
救
援
物
資
の
一
部
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
か
に
は
小
皿
数
枚
、
草
履
九
十
四
足
な
ど
、
救
援
活
動
の
様

上小渡門上門梶梶

村林辺田村田原原

被
災
者
氏
名
及
び
家
族
数

正袈桝豊麻惣留徳
裟四

俊茂恵秋枝郎男重

三三一四二二八三

四一 一 四 二

三藤藤 藤 上 大 渡 釣

谷原原原村坪辺井

福伝吉清美福春
雄

美覚 女 英 香 喜 恵 女

五四一四一三一二

二四三 三 五 四 二 二

小釣釣釣三渡三笹

林井 井 井 谷 辺 谷 岡

一
一
一
一
一
一

情
水

侶
章

政
義

稲
穂

松
盛

遊
亀

一
存

二三五二六一一一

四一二三二五五二
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上
村
正
己

上
村
忠
一
郎

世
帯
主
氏
名
一

訂
■
ユ
、

麦
八
五
反
（
耕
作
面
積
の
七
一
％
）

２
、
桑
畑
二
九
″
（
〃
九
○
％
）

３
、
馬
鈴
薯
四
″
（
〃
八
○
％
）

４
、
甘
藷
種
畑
四
″
（
〃
六
七
％
）

５
、
そ
の
他
六
″
（
〃
七
五
％
）

合
計
二
一
八
反
（
耕
作
面
積
の
七
五
％
）

六
、
山
林
立
木

１
、
社
有
木
一
○
反
（
六
○
○
石
）

２
、
民
有
林
三
○
″
植
林
（
一
○
○
石
）

薪
炭
林
（
一
○
○
石
）

合
計
四
○
″
（
八
○
○
石
）

見
舞
金
、
見
舞
品

一
、
見
舞
金
一
五
一
、
五
八
五
円
五
○
銭

五
、
農

四
、
食
糧
、
衣
服
、
農
機
具

被
害
状
況

一
、
世
帯
数

二
、
棟
数

三
、
死
傷
者

合

作
計

物
二
九
世
帯

男
一
女

一四

な
し

一

二
一

三 四二

九 男
八
四

’
一
世
帯
主
氏
名
一

上
村
精
一
郎

渡
辺
盛
晴

人
口

総
坪
数

家
畜

全
焼

女
八
三

計 男
二四

ニ
ノ、

七

三三
一
二
ハ
セ

牛
一

一
六
七

Ｊ
１
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二
、
主
要
食
糧
一
四
一
升
三
、
干
甘
藷
一
三
一
貫
九
○
○
匁

四
、
生
甘
藷
二
○
貫
六
七
○
匁
五
、
馬
鈴
薯
三
八
〃
二
○
○
″

六
、
味
噌
四
○
〃
一
二
○
″
七
、
コ
ン
ブ
一
六
〃
六
○
○
〃

八
、
雑
魚
四
〃
一
四
○
″
九
、
千
野
菜
一
三
〃
二
三
○
〃

一
○
、
醤
油
一
○
升
三
合
二
、
塩
一
三
升

一
二
、
石
鹸
一
五
個
一
三
、
草
履
九
四
足

一
四
、
菜
刀
二
九
丁
一
五
、
葺
草
（
茅
）
二
、
六
一
○
締

一
六
、
竹
一
八
○
○
本
一
七
、
縄
九
六
貫
九
五
○
匁

一
八
、
食
器
七
一
二
個
一
九
、
衣
類
六
点

高
知
県
か
ら
の
救
援
物
資

毛
布
九
○
枚
地
下
足
袋
七
○
足

濡
祥
袴
下
各
一
○
○
枚
釜
三
○
個

洋
傘
三
○
本
石
三
三
五
個

鹸

学
用
品
六
一
三
点
台
所
用
具
二
○
七
点

衣
料
品
一
三
点
米
九
八
升

麦
九
○
升
ウ
ド
ン
粉
三
四
升

知
事
（
川
村
和
嘉
治
）
か
ら

マ
ツ
チ
三
○
個
ロ
ウ
ソ
ク
一
五
斤

石
鹸
六
○
個

東
豊
永
村
長
上
村
猛
男
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
七
日
付
け
で
、
高
知
県
知
事
に
対
し
、
火
災
救
援
物
資
下
付
申
請
書
と
、
特
別
貧
困

者
小
屋
掛
費
下
付
申
請
書
を
提
出
し
た
。

救
援
物
資
は
終
戦
後
日
も
浅
く
、
衣
料
品
、
日
用
品
、
炊
事
用
具
な
ど
は
一
般
に
は
販
売
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
生
活
必
需
品
の

緊
急
支
給
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
り
、
小
屋
掛
け
費
下
付
申
請
は
、
六
畳
二
間
の
応
急
住
居
十
三
戸
分
の
費
用
の
下
付
申
請
で
一
戸
当
た
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こ
の
集
落
の
中
心
か
ら
火
災
が
発
生
し
た
の
は
昭
和
二
十
八
年
四
月
八
日
午
後
七
時
三
十
分
こ
ろ
で
、
県
道
（
現
在
国
道
）
沿
い
の
両

側
の
六
戸
を
全
焼
し
て
同
夜
鎮
火
し
た
。

被
災
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
石
治
久
平
石
春
実
上
地
操
小
笠
原
糸
峯
永
森
正
行
平
石
照
子
（
非
居
住
）

漉
長
は
、

し
て
い
た
。

り
九
千
円
、
総
計
十
万
八
千
円
の
申
請
に
は
図
面
も
添
え
て
あ
っ
た
。

県
は
両
申
請
に
対
し
て
そ
の
必
要
を
認
め
、
申
請
通
り
の
物
資
、
資
金
の
援
助
を
行
っ
た
。

災
害
復
旧
に
は
、
部
落
と
多
数
の
村
民
よ
り
労
力
奉
仕
を
受
け
た
が
、
特
に
青
年
団
は
村
内
全
組
織
を
挙
げ
て
出
動
し
団
員
一
人
当
た

り
二
、
三
日
の
奉
仕
を
し
て
い
る
。

川
井
部
落
復
興
委
員
会
役
員
名
簿

幹
事
長
山
崎
行
道

幹
事
小
笠
原
徳
重

平
石
磨
作
太
郎

会
長
森
下
豊
次

副
会
長
中
西
敬
喜

西
峰
地
区
で
久
生
野
に
次
ぐ
商
店
数
が
あ
り
、
人
の
集
ま
り
、
農
産
物
の
集
散
が
盛
ん
で
、
戸
数
、
人
口
も
多
く
集
落
を
な

㈹
漉
長
の
火
災 西

村
二
郎
下
村
承
近
藤
正
年
豊
永
英
光
小
笠
原
厳
三
好
元
美

松
本
重
則
西
村
要
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落
合
の
火
災
か
ら
わ
ず
か
迄
一
か
月
足
ら
ず
の
昭
和
三
十
五
年
三
月
二
十
八
日
、
し
か
も
落
合
か
ら
四
億
岬
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な

い
東
土
居
の
豊
永
駅
前
に
、
ま
た
も
大
火
が
発
生
し
二
十
六
戸
が
全
半
焼
し
た
。

翌
日
の
「
高
知
新
聞
」
の
報
道
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
十
八
日
午
前
一
時
四
十
分
頃
、
長
岡
郡
大
豊
村
東
土
居
、
国
鉄
豊
永
駅
西
方
約
七
十
メ
ー
ト
ル
の
雑
貨
商
上
村
福
晴
（
五
七
）
宅
付
近
か
ら
火

を
出
し
豊
永
駅
待
合
室
、
高
知
相
互
銀
行
豊
永
支
店
、
高
知
通
運
豊
永
営
業
所
、
西
豊
永
農
協
倉
庫
を
は
じ
め
、
付
近
の
住
家
を
含
む
三
十
二
棟
、

二
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
十
六
世
帯
（
八
十
六
人
）
を
全
半
焼
し
て
午
前
五
時
十
分
頃
消
え
た
。

幸
い
死
傷
者
は
な
か
っ
た
が
損
害
約
五
千
万
円
、
こ
の
火
事
騒
ぎ
の
た
め
土
讃
線
ダ
イ
ヤ
に
も
か
な
り
の
狂
い
が
出
た
。

同
村
で
は
去
る
二
月
三
日
未
明
に
も
、
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
落
合
で
三
十
一
棟
を
全
半
焼
す
る
大
火
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
こ
の
日
同

村
で
再
び
こ
の
よ
う
な
大
火
が
起
っ
た
の
は
、
出
火
の
時
刻
が
真
夜
中
で
発
見
が
遅
れ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

高
知
県
で
は
大
豊
村
東
土
居
の
大
火
で
擢
災
し
た
人
達
に
二
十
八
日
朝
毛
布
七
十
八
枚
、
肌
着
、
シ
ャ
ツ
な
ど
四
百
点
の
救
援
物
資
を
急
送
し
、

知
事
代
理
の
浜
田
厚
生
労
働
部
長
等
が
現
地
を
慰
問
し
た
。

ま
た
同
じ
新
聞
は
火
事
や
焼
け
跡
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

猛
り
狂
っ
た
悪
魔
の
よ
う
な
火
も
夜
明
け
と
共
に
よ
う
や
く
消
え
た
。

土
讃
線
沿
い
に
幅
約
三
メ
ー
ト
ル
の
県
道
を
は
さ
ゑ
帯
の
よ
う
に
東
西
に
の
び
た
東
土
居
部
落
は
一
夜
の
う
ち
に
そ
の
三
分
の
一
を
失
っ
た
。

深
夜
の
出
火
だ
け
に
発
見
が
遅
れ
て
火
の
ま
わ
り
が
以
外
に
速
か
っ
た
た
め
、
焼
け
出
さ
れ
た
人
達
は
逃
げ
の
び
る
の
が
や
っ
と
で
、
ほ
と
ん
ど

東
土
居
の
大
火

豊
永
駅
、
相
銀
支
店
な
ど

落
合
部
落
に
続
く
大
火

㈹
東
土
居
の
火
災

損
害
は
五
千
万
円
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高知ヤンマー出張所のあったところは不明である。（被災地域外は斜線）

が
着
の
ゑ
着
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

風
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
乾
燥
が
続
い
て
い
た
た
め
、
火
は
承
る
ゑ
る
う
ち
に

燃
え
広
が
り
そ
の
上
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
が
三
回
に
わ
た
っ
て
爆
発
、
火
勢
を
更
に
強
め

て
思
わ
ぬ
大
火
を
招
い
た
。

ま
た
同
部
落
の
消
防
団
も
二
台
の
携
帯
用
動
力
ポ
ン
プ
を
担
ぎ
出
す
の
が
や
っ
と

で
、
し
か
も
一
台
は
使
用
不
能
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
被
害
を
大
き
く
す
る
原
因
と
な

り
、
隣
接
の
町
村
か
ら
駆
け
つ
け
た
消
防
車
も
道
路
が
狭
く
て
十
分
な
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
。

長
さ
百
五
十
腕
に
及
ぶ
焼
け
跡
は
、
戦
争
中
の
空
襲
の
あ
と
を
思
わ
す
よ
う
な
悲
惨

な
状
景
を
見
せ
て
い
た
。

集
落
の
人
た
ち
も
「
落
合
の
悲
劇
を
繰
り
返
す
な
」
と
防
火
思
想
の
徹
底
に
力
を
入

ぽ
う
ぜ
ん

れ
て
い
た
だ
け
に
被
災
者
た
ち
は
あ
き
ら
め
切
れ
ぬ
表
情
で
、
荘
然
と
焼
け
跡
を
見
つ

め
て
い
た
。

ま
た
同
日
午
後
六
時
か
ら
三
谷
村
長
、
大
利
秋
時
東
土
居
部
落
長
を
は
じ
め
村
、
部

落
の
関
係
者
は
大
豊
村
役
場
西
豊
永
支
所
に
集
ま
り
、
火
災
対
策
委
員
会
を
結
成
し
復

興
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
災
者
た
ち
に
は
近
在
の
集
落
か
ら
炊
き
出
し
や
衣
類
が
届
け
ら
れ
、
ま
た
県
や
赤

十
字
社
な
ど
か
ら
も
愛
の
救
援
物
資
が
続
々
と
贈
ら
れ
衣
類
一
千
点
、
米
三
百
鍔
一
五
が

届
い
て
い
る
。

な
お
本
山
署
住
一
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
火
元
と
承
ら
れ
る
雑
貨
商
上
村
福
晴
方
や
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無
職
大
家
和
枝
方
の
現
場
検
証
を
行
っ
た
。

な
お
こ
の
火
災
の
原
因
は
、
火
災
保
険
金
詐
取
の
た
め
の
放
火
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
日
警
察
の
調
べ
で
判
明
し
た
。

被
災
者
（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
家
族
数
）

斉
藤
竹
市
（
五
）
西
村
要
（
二
）
三
谷
磯
威
（
三
）
上
村
高
重
（
八
）
上
村
福
晴
（
一
）

大
家
和
枝
（
五
）
大
家
千
代
吉
（
四
）
近
藤
銘
子
（
一
）
松
高
広
実
（
五
）
薬
師
浦
某
（
二
）

都
築
千
年
（
六
）
大
利
秋
時
（
四
）
三
谷
国
大
（
二
）
久
保
晴
栄
（
二
）
小
笠
原
冨
士
恵
（
四
）

森
藤
章
（
五
）
西
梅
頼
雄
（
五
）
八
木
正
甲
（
二
）
小
笠
原
安
衛
三
）
下
村
博
保
（
一
）

藤
原
五
也
（
一
）
大
家
正
仁
（
四
）
北
村
公
（
三
）
上
村
繁
若
（
二
）
上
村
浜
（
一
）

高
知
相
互
銀
行
豊
永
支
店
高
知
通
運
豊
永
営
業
所
東
豊
永
農
協
下
ノ
土
居
倉
庫
西
豊
永
農
協
倉
庫

嶺
北
商
事
（
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
）
高
知
ヤ
ン
マ
ー
豊
永
出
張
所
豊
永
駅
点
長
官
舎

昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
四
日
午
後
九
時
二
十
分
こ
ろ
大
杉
中
学
校
の
職
員
室
付
近
か
ら
出
火
し
た
火
災
は
校
舎
を
全
焼
し
隣
接
の
民

家
十
一
世
帯
十
四
棟
を
全
半
焼
し
て
午
後
十
一
時
こ
ろ
よ
う
や
く
鎮
火
し
た
。

当
時
の
大
杉
中
学
校
の
所
在
地
は
大
豊
町
杉
字
川
下
七
番
地
の
一
（
現
在
本
山
警
察
署
大
杉
検
問
所
）
に
あ
り
、
国
道
三
十
一
一
号
線
に

面
し
、
背
後
は
一
段
高
い
所
を
通
っ
て
い
た
旧
国
道
の
両
側
に
商
店
や
住
宅
等
が
密
集
し
た
、
杉
部
落
の
中
心
地
に
接
し
て
い
た
。

大
坪
盛
政

被
災
地
域
の
略
図
は
前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
大
家
正
仁
の
協
力
に
よ
り
作
成
）

他
に
半
焼

国
大
杉
中
学
校
の
火
災
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あ
っ
た
と
い
う
。

学
校
の
建
物
は
民
家
や
密
集
地
帯
か
ら
は
離
れ
た
所
に
建
っ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
大
杉
中
は
集
落
の
真
ん
中
に
あ
り
、
近
く

移
転
の
話
も
あ
っ
た
が
民
家
に
類
焼
を
及
ぼ
し
残
念
で
あ
っ
た
。

杉
部
落
の
密
集
地
帯
に
は
五
十
数
戸
の
民
家
が
あ
り
、
そ
の
中
央
部
が
被
災
し
て
い
る
が
、
焼
失
し
た
の
は
学
校
側
に
面
し
た
片
側
だ

学
校
の
火
災
は
構
造
物
が
民
家
に
比
較
し
て
け
た
は
ず
れ
に
大
き
く
、
し
か
も
高
く
て
内
部
が
吹
き
抜
け
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

火
勢
が
非
常
に
強
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
大
杉
中
学
校
の
火
災
で
も
一
昨
腸
以
上
離
れ
た
場
所
で
新
聞
の
字
が
読
め
る
ほ
ど
の
明
る
さ
が

草
‐
．
．
ｐ
・
．
．
０
．
．
．
．
．
．
０
・
騨
思
’
．
。
。
●
３
．
，
℃
も
．
●
引
．

全焼した大杉中学校

火災の後片付けをする人々
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ひ
さ
し

け
で
あ
り
、
山
側
（
西
側
）
は
わ
ず
か
に
四
腕
く
ら
い
の
道
幅
し
か
な
い
ほ
ん
と
う
に
庇
を
接
し
た
よ
う
な
家
並
み
が
延
焼
を
免
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
当
夜
の
気
象
条
件
が
無
風
に
近
い
状
態
で
、
し
か
も
発
見
が
割
合
早
く
、
消
防
団
の
活
動
が
迅
速
で
あ
っ
た
た
め
と
い
わ
れ

火
災
の
原
因
は
最
初
か
ら
不
審
火
と
し
て
警
察
が
取
り
調
べ
を
し
て
い
た
が
一
年
半
余
り
た
っ
て
、
長
い
捜
査
活
動
が
実
を
結
び
、
失

火
と
断
定
さ
れ
、
犯
人
は
Ａ
少
年
（
当
時
十
四
歳
中
学
二
年
生
）
で
あ
っ
た
。

原
因
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
公
共
機
関
の
管
理
し
て
い
る
建
物
か
ら
火
を
出
し
、
民
家
を
類
焼
さ
せ
た
こ
と
は
、
前
代
未
聞
で
あ

る
の
で
町
か
ら
被
災
者
全
員
に
対
し
て
、
三
千
万
円
の
見
舞
金
を
出
し
た
。

ま
た
隣
接
の
部
落
や
企
業
等
か
ら
善
意
の
見
舞
金
も
百
三
十
八
万
二
千
五
百
円
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

被
災
者
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
杉
地
区
火
災
被
災
状
況

て
い
る
。全

焼
″″″″″

災
害
状
況

全
焼
建
坪
民学

半
焼
建
坪 小

笠
原
久
穂

野
島
重
雄

富
永
勝

杉
本
保

秋
山
実

植
村
俊
雄校家

一
、
二
四
八
平
方
澗

一
、
四
九
八
平
方
肘

一
三
三
平
方
卿

会
社
員

商
業

建
設
業

商
業

医
師

建
設
業

住
居

″″″″″

｜
全
焼

″″″
半
焼

″

小野永小大白
笠
原島野森原石

恒将速久福

重霞祥義男則

公
務
員

塾
経
営

商
業

無
職

大
工

住住車住空

塾き

居居庫居家

田
村
き
よ

所
有
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犯
人
の
自
供
を
報
じ
た
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日
付
け
の
「
高
知
新
聞
」
で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

火
災
の
当
夜
の
状
況
と
そ
の
後
の
経
過
を
報
じ
た
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
五
日
付
け
の
「
高
知
新
聞
」
を
抄
記
す
る
。

第
一
発
見
者
は
国
道
の
現
場
を
通
り
か
か
っ
た
香
川
県
丸
亀
市
今
津
町
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
大
上
忍
耐
さ
ん
で
、
話
に
よ
る
と
、
最
初
は
た
き
火
か

と
思
っ
た
火
が
、
玄
関
わ
き
の
部
屋
付
近
に
燃
貞
上
っ
た
と
い
う
。

現
場
は
国
道
三
二
号
線
沿
い
で
、
国
鉄
士
讃
線
の
大
杉
駅
か
ら
南
西
へ
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、
杉
地
区
の
中
心
街
で
、
同
中
学
校

周
辺
に
は
商
店
や
住
家
が
密
集
し
て
い
る
。

国
道
わ
き
に
は
穴
内
川
も
あ
り
、
水
の
便
は
比
較
的
よ
く
、
嶺
北
消
防
署
の
消
防
車
な
ど
約
二
十
台
が
出
動
、
消
火
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
校

舎
が
木
造
の
う
え
、
作
業
に
手
間
取
り
、
火
は
ま
た
た
く
間
に
燃
え
広
が
っ
た
。
付
近
一
帯
に
は
熱
風
が
舞
い
、
火
の
粉
が
国
道
に
も
降
り
か
か
っ

た
。
こ
の
た
め
国
道
の
通
行
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
、
約
四
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
車
の
列
が
で
き
た
。
火
が
消
え
て
か
ら
も
、
焦
げ
く
さ
い
煙
が
あ
た
り

一
面
を
包
承
、
住
民
は
火
の
恐
怖
に
震
え
て
い
た
。

原
因
、
損
害
は
本
山
署
で
二
十
五
日
朝
か
ら
現
場
検
証
し
て
調
べ
る
が
、
同
校
は
同
日
午
前
、
終
業
式
を
終
り
、
そ
れ
以
後
は
教
員
も
い
な
か
っ

一
面
を
包
承
、
』

原
因
、
損
害
理

た
と
い
わ
れ
る
。

手
に
あ
る
会
社
員
、
小
苓

五
分
頃
や
っ
と
消
え
た
。

木
造
ま
た
た
く
間

職
員
室
付
近
か
ら
出
火

民
家
な
ど
も
十
棟
全
半
焼

終
業
式
の
行
わ
れ
た
二
十
四
日
午
後
九
時
四
十
分
頃
、
同
町
杉
の
大
杉
中
学
校
の
中
央
校
舎
の
玄
関
右
側
の
職
員
室
付
近
か
ら
出
火
木
造
二
階
建

て
の
同
校
舎
な
ど
一
棟
と
、
木
造
二
階
建
て
の
南
舎
と
、
宿
直
室
な
ど
の
別
棟
合
わ
せ
て
千
五
百
七
十
平
方
米
を
全
焼
、
さ
ら
に
火
は
同
中
学
校
裏

手
に
あ
る
会
社
員
、
小
笠
原
久
穂
さ
ん
方
住
家
な
ど
、
隣
接
の
医
院
、
酒
店
、
雑
貨
店
な
ど
次
々
と
延
焼
、
結
局
十
棟
を
全
半
焼
し
て
同
十
一
時
十

大
杉
中
の
火
災

大
杉
中
学
校
を
全
焼

や
は
り
窃
盗
少
年
の
失
火

か
ぎ
の
札
が
決
め
手
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高
知
県
は
全
国
的
に
も
多
雨
地
帯
に
属
し
、
台
風
の
常
襲
地
帯
で
も
あ
る
。

こ
の
た
め
大
豊
町
も
古
来
か
ら
、
台
風
や
豪
雨
の
た
め
に
、
毎
年
の
よ
う
に
災
害
を
う
け
、
住
民
は
耐
乏
生
活
と
復
旧
へ
の
努
力
を
傾

け
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
明
治
以
前
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

一
年
九
ヶ
月
ぶ
り
の
解
決

「
本
山
」
昨
年
三
月
、
長
岡
郡
大
豊
町
杉
の
大
杉
中
学
校
や
付
近
の
民
家
な
ど
十
棟
が
不
審
火
で
焼
け
た
火
災
は
、
や
は
り
盗
承
に
入
っ
た
少
年

が
使
っ
た
マ
ッ
チ
の
不
始
末
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
本
山
署
と
県
警
捜
査
一
課
は
二
十
八
日
も
、
窃
盗
容
疑
で
逮
捕
し
取
り
調
べ
て
い
る
長
岡
郡
下

の
中
学
三
年
生
Ａ
（
一
五
）
を
追
及
。
そ
の
結
果
、
Ａ
は
『
ギ
タ
ー
を
盗
承
に
学
校
に
入
っ
た
。
暗
か
っ
た
の
で
マ
ッ
チ
を
す
っ
た
。
人
声
が
聞
え

た
の
で
あ
わ
て
て
逃
げ
、
山
の
上
か
ら
見
る
と
学
校
が
燃
え
て
い
た
。
』
と
全
面
的
に
自
供
。
ま
た
、
職
員
室
の
か
ぎ
に
つ
い
て
い
た
木
札
も
捜
査
当

局
が
、
少
年
の
自
宅
で
発
見
、
押
収
し
、
事
件
は
一
年
九
ヶ
月
ぶ
り
に
解
決
し
た
。

局
が
、
企

（
中
略
）

Ａ
は
二
十
一
日
、
窃
盗
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て
以
来
、
他
の
窃
盗
事
件
に
つ
い
て
は
供
述
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に
、
火
災
当
日
の
行
動
は
あ
い

ま
い
だ
っ
た
。
特
に
、
ギ
タ
ー
に
つ
い
て
の
供
述
は
た
び
た
び
変
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
捜
査
当
局
は
慎
重
な
捜
査
を
進
め
た
が
、
二
十
六
日
に
な

っ
て
Ａ
は
涙
を
流
し
な
が
ら
『
う
そ
を
言
っ
て
す
ゑ
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
』
と
自
供
を
始
め
た
と
い
う
。

供
述
内
容
に
は
ま
だ
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
あ
っ
た
が
、
火
災
現
場
か
ら
発
見
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
職
員
室
の
か
ぎ
に
つ
い
て
い
た
木
製

の
札
が
、
Ａ
の
自
宅
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
供
述
内
容
は
信
用
で
き
る
と
判
断
。
引
き
続
き
裏
付
け
を
進
め
た
結
果
、
物
色
中
に
使
っ
た

マ
ッ
チ
の
不
始
末
と
い
う
Ａ
の
失
火
容
疑
が
固
ま
っ
た
。

捜
査
当
局
は
、
な
お
細
か
い
詰
め
の
調
べ
を
す
る
が
、
終
わ
り
次
第
、
家
裁
に
送
致
す
る
。

出
火
原
因
が
つ
か
め
ず
、
迷
宮
入
り
が
心
配
さ
れ
て
い
た
同
事
件
は
、
一
年
九
ヶ
月
ぶ
り
に
解
決
し
た
。

二
大
豊
町
の
風
水
害
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島
崎
慶
馬
の
「
備
忘
録
」
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四
年
八
月
十
五
日
、
正
午
頃
よ
り
大
降
雨
と
な
っ
た
。
午
後
よ
り
東
南
の
風
激
し
く

な
り
、
午
後
十
二
時
頃
に
至
り
吉
野
川
が
急
に
増
水
し
て
船
頭
屋
（
渡
船
場
の
船
頭
が
休
憩
す
る
家
）
を
押
し
流
し
、
更
に
上
方
の
郡
道

（
現
在
の
国
道
三
十
二
号
線
、
長
瀞
橋
の
南
岸
付
近
）
を
浸
し
た
。

こ
の
と
き
、
豊
永
橋
（
現
在
の
豊
永
橋
よ
り
南
小
川
の
上
流
へ
向
け
て
約
百
五
十
財
の
位
置
に
架
設
し
て
い
た
も
の
）
が
水
に
浮
い
て

流
さ
れ
た
。
ま
た
、
武
内
文
吉
の
庭
（
南
小
川
大
橋
の
北
詰
に
あ
っ
た
）
が
、
一
尺
余
の
浸
水
と
な
っ
た
。

翌
十
六
日
午
前
一
時
頃
よ
り
減
水
を
は
じ
め
た
。

吉
野
川
本
流
は
百
有
余
年
間
の
一
番
水
と
い
わ
れ
る
が
南
小
川
の
水
は
三
番
水
ほ
ど
で
あ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

右
の
洪
水
に
よ
る
村
内
の
被
害
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
ま
れ
に
承
る
大
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
洪
水
に
つ
い
て
は
、
『
高
知
県
警
察
史
』
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
十
五
日
の
山
間
の
雨
量
は
四
百

帳
鰯
を
超
え
た
。
特
に
県
西
部
の
被
害
は
甚
大
で
、
中
村
町
は
午
後
十
一
時
頃
全
町
浸
水
し
、
渡
川
は
平
水
よ
り
二
十
六
尺
五
寸
、
後
川

は
二
十
八
尺
増
水
を
し
た
。
ま
た
こ
の
豪
雨
で
安
芸
郡
伊
尾
木
川
橋
を
は
じ
め
県
内
の
橋
が
多
数
流
失
し
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
九
月
十
七
日
夜
半
こ
ろ
か
ら
豪
雨
と
な
り
、
大
豊
町
内
の
各
地
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
大
型
台
風
が
あ
る
。

町
内
の
詳
細
な
記
録
は
少
な
い
が
下
ノ
土
居
の
島
崎
慶
馬
の
「
備
忘
録
」
及
び
『
高
知
県
警
察
史
』
な
ど
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ

ロ
大
正
十
四
年
の
台
風

㈲
明
治
四
十
四
年
の
大
洪
水
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落
で
は
水
死
者
も
出
た
。

豊
永
方
面
で
は
数
日
前
か
ら
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
、
十
七
日
午
後
十
一
時
五
十
分
こ
ろ
か
ら
大
暴
風
雨
と
な
っ
た
。
近
年
に
も
ま
れ

は
ん
ら
ん

な
風
雨
で
あ
っ
た
が
風
よ
り
も
大
雨
の
被
害
が
多
く
、
県
内
の
平
坦
部
で
は
河
川
が
氾
濫
し
た
り
床
上
浸
水
が
相
次
い
だ
。
ま
た
山
間
部

で
は
山
崩
れ
が
発
生
し
、
家
屋
が
全
壊
し
た
り
死
者
や
負
傷
者
が
出
た
。

嶺
東
四
か
村
に
も
各
所
に
山
崩
れ
が
発
生
し
た
り
、
橋
な
ど
が
流
失
し
被
害
が
多
か
っ
た
。

東
豊
永
で
は
南
小
川
に
架
か
っ
て
い
た
四
つ
の
橋
全
部
と
村
役
場
の
附
属
建
物
、
金
庫
及
び
大
滝
の
観
測
所
な
ど
が
流
失
し
、
西
川
部

後
日
気
象
台
が
発
表
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
瀬
戸
内
を
通
っ
た
九
百
九
十
乍
岬
程
度
の
台
風
は
風
は
弱
か
っ
た
が
無
類
の
豪
雨
で
浸

水
、
山
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

十
二
日
こ
ろ
か
ら
降
り
出
し
た
雨
が
連
日
三
十
’
五
十
順
膿
く
ら
い
断
続
し
て
十
六
日
ま
で
降
り
続
き
、
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
、
嶺
東
地
区
か
ら
高
知
市
に
か
け
て
四
百
岡
岬
以
上
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
被
害
を
大
き
く
し
た
よ
う
で
あ
る
。

被
害
は
主
に
県
中
東
部
に
集
中
し
、
県
下
の
死
者
五
十
人
中
長
岡
郡
・
香
美
郡
の
死
者
四
十
五
人
と
あ
る
。

殊
に
天
坪
地
区
の
被
害
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

戸
手
野
の
通
称
「
西
の
向
山
」
の
一
角
三
百
五
十
平
方
樹
が
連
日
の
雨
に
よ
り
大
き
な
音
を
た
て
て
崩
壊
し
た
。
そ
の
土
石
流
は
西
ノ

谷
に
沿
っ
て
約
五
十
腕
の
幅
で
四
百
腕
下
流
の
穴
内
川
ま
で
達
し
た
。

こ
の
災
害
に
よ
っ
て
民
家
二
戸
は
全
壊
し
、
九
人
の
犠
牲
者
を
出
し
、
周
辺
の
田
畑
約
一
重
し
と
国
道
三
十
二
号
線
に
も
甚
大
な
被
害

る
◎

を
及
ぼ
し
た
。

こ
の
台
風
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

岡
林
菊
治
戸
手
野

同
妻
今
尾

〃
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昭
和
三
年
八
月
三
十
日
午
前
十
時
こ
ろ
、
筏
木
部
落
豊
永
竹
馬
の
裏
山
が
、
夜
来
の
暴
風
雨
の
た
め
大
音
響
と
と
も
に
な
だ
れ
落
ち
た

土
石
流
の
た
め
に
、
家
内
に
い
た
一
家
八
人
が
家
も
ろ
と
も
濁
流
渦
巻
く
吉
野
川
へ
一
瞬
の
間
に
押
し
流
さ
れ
た
。

人
左
が
駆
け
つ
け
た
と
き
は
、
家
は
数
町
も
下
流
に
流
さ
れ
て
お
り
、
吉
野
川
の
濁
流
は
も
の
す
ご
い
勢
い
の
上
に
、
風
雨
も
激
し
く

救
助
の
す
べ
も
な
か
っ
た
。

三
十
一
日
に
な
っ
て
、
水
勢
も
や
や
衰
え
、
青
年
団
、
村
民
総
出
で
捜
索
に
当
た
っ
た
が
、
妻
、
島
の
遺
体
を
発
見
し
た
の
承
で
、
他

の
七
人
は
行
方
不
明
で
あ
っ
た
。

死
亡
者
は
次
の
八
人
で
あ
る
。

門豊豊 氏
大大大子

永
菊
弥

永
島

田
音
次

峰 平平 供

白
筏
木
の
災
害
（
一
家
八
人
死
亡
）

二
人道一

元

イ
ク
シ名

年
齢
摘
要
氏
名
年
齢
摘
要
氏
名
年
齢
摘
要

七
五

三
八

七
二

竹
馬
父

″
妻

島
実
父

〃〃〃〃

豊豊豊

永永永

勝武

光男絹

岡
林
助
太
郎

三
谷
伝

行
商
人
一
人

一

五 八四

〃篤篤

五四長

男男女

不西豊
永
美
代
子

豊
永
政

〃

明 川

〃〃

三二

女女
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昭
和
十
六
年
十
月
一
日
、
九
州
の
南
方
か
ら
一
直
線
に
北
上
し
た
極
め
て
足
の
速
い
台
風
は
、
鹿
児
島
に
上
陸
、
進
路
を
東
北
に
変
え

て
、
九
州
、
四
国
地
方
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。

こ
の
台
風
で
国
鉄
士
讃
線
豊
永
ｌ
大
田
口
間
で
土
砂
崩
壊
に
よ
る
列
車
転
落
事
故
が
発
生
し
た
。

四
列
車
転
落
事
故昭和16年の安野を前での列車転落事故

(『四国鉄道75年史』より）

そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

日
時
昭
和
十
六
年
十
月
一
日
十
八
時
二
十
分
こ
ろ

場
所
士
讃
線
豊
永
ｌ
大
田
口
間
（
通
称
福
井
）

（
多
度
津
起
点
七
八
・
八
膳
じ

列
車
上
り
混
合
第
一
五
八
列
車
（
客
車
一
両
貨
車
十
一
両
編
成
）

概
況
鋪
一
五
八
列
車
は
定
時
よ
り
五
十
八
分
遅
れ
て
、
前
記
場
所
で
土
砂
崩
壊
に
よ
り

脱
線
し
、
列
車
は
吉
野
川
に
転
落
し
た
。

乗
客
二
人
と
国
鉄
職
員
四
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
当
時
国
鉄
に
勤
務
し
て
こ
の
災
害
の
救
援
及
び
復
旧
作
業
に
当
た

っ
た
本
町
出
身
の
都
築
正
臣
や
そ
の
ほ
か
の
関
係
者
の
話
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
暴
風
雨
の
た
め
線
路
障
害
も
多
く
非
常
体
制
を
取
っ
て
い
た
。
平
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列
車
に
は
乗
客
三
人
、
乗
牽

犠
牲
者
は
、
乗
客
二
人
、
錘

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
車
掌

き
列
車
の
転
落
を
急
報
し
た
。

旧
作
業
に
着
手
し
た
。

常
ダ
イ
ヤ
で
は
下
り
旅
客
列
車
が
現
地
を
通
過
後
大
田
口
駅
で
一
五
八
列
車
と
行
き
違
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
下
り
列
車
が
大
き
ぐ

遅
延
の
た
め
、
豊
永
駅
で
行
き
違
う
こ
と
に
変
更
し
た
。

も
し
こ
れ
が
平
常
ダ
イ
ヤ
で
運
転
さ
れ
て
い
た
ら
、
下
り
旅
客
列
車
が
遭
難
し
更
に
大
惨
事
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

列
車
に
は
乗
客
三
人
、
乗
務
員
六
人
の
合
わ
せ
て
九
人
が
乗
っ
て
い
た
。

犠
牲
者
は
、
乗
客
二
人
、
機
関
士
、
同
助
手
、
車
掌
、
荷
扱
者
各
一
人
の
計
六
人
で
あ
っ
た
。

く
ら
や
熟

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
車
掌
（
山
下
弘
）
は
暴
風
雨
と
暗
闇
の
中
を
「
濡
れ
ね
ず
ゑ
」
の
よ
う
に
な
っ
て
、
や
っ
と
豊
永
駅
に
た
ど
り
着

全
管
内
（
広
白

こ
と
が
で
き
た
。

報
告
を
受
け
た
広
島
鉄
道
局
高
知
出
張
所
は
た
だ
ち
に
救
援
列
車
を
仕
立
て
現
地
に
急
行
し
た
。

戦
事
中
の
こ
と
で
も
あ
り
早
期
復
旧
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
て
、
復
旧
作
業
用
員
の
手
配
と
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
あ
た
る
と
と
も
に
復

な
お
、
こ
の
事
故
に
よ
る
乗
客
の
犠
牲
者
は
筏
木
の
寛
若
子
、
下
桃
原
の
辻
野
光
男
の
両
名
で
あ
っ
た
。

乗
客
の
内
の
森
下
美
代
子
は
濁
流
の
中
を
泳
い
で
岸
に
着
き
一
命
を
取
り
止
め
た
。

ま
た
、
殉
職
し
た
機
関
士
は
定
位
置
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ま
ま
機
関
車
と
運
命
を
と
も
に
し
て
い
た
と
い
う
。

昭
和
三
十
六
年
十
月
初
旬
、
日
本
本
土
を
う
か
が
っ
て
い
た
台
風
二
十
三
号
は
そ
の
後
急
速
に
衰
え
、
熱
帯
性
低
気
圧
と
な
り
、
風
は

（
広
島
鉄
道
局
）
の
緊
急
総
動
員
体
制
と
沿
線
各
村
の
強
力
な
支
援
に
よ
り
、
予
定
よ
り
も
早
く
約
十
日
間
で
復
旧
開
通
す
る

㈲
穴
内
小
学
校
の
倒
壊
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弱
ま
っ
た
も
の
の
湿
っ
た
空
気
を
伴
っ
て
十
月
六
日
午
後
高
知
県
に
上
陸
し
た
。

大
豊
町
で
は
六
日
夜
か
ら
七
日
未
明
に
か
け
て
三
百
臆
捌
を
超
す
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
か
つ
て
な
い
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

役
場
総
務
課
の
調
査
に
よ
る
と
大
豊
町
関
係
の
被
害
額
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

台
風
二
十
三
号
被
害
総
額
（
昭
三
六
。
一
○
・
一
○
調
べ
）

険
校
舎
に
指
定
す
る
と
と
も
に
応
急
対
策
を
協
議
し
た
。

校
舎
の
復
旧
対
策
と
し
て
は
災
害
復
旧
事
業
に
組
み
入
れ
る
こ
と
と
し
て
、
取
り
あ
え
ず
授
業
を
行
う
に
は
民
家
を
借
用
し
て
仮
教
室

一
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
各
戸
か
ら
奉
仕
を
得
て
、
倒
壊
し
た
校
舎
の
跡
片
付
け
を
行
う
と
と
も
に
仮
教
室
の
設
営
の
準
備
を
し

て
、
十
三
日
か
ら
次
の
場
所
で
分
散
授
業
を
行
っ
た
。

第
一
学
年
学
校
教
員
住
宅
第
二
学
年
吉
村
並
樹
宅
第
三
学
年
小
林
栄
実
宅
第
四
学
年
秋
山
勝
信
宅

に
充
当
す
る
こ
と
に
し
た
。

村
道
橋
梁
農
地

農
業
施
設

林
道

農
産
物

山
林
学
校

合
計

｜
被
害
額
一
摘

九
二
三
五

単
位
万
円

八
○
○

一
五
○

一
○
○
○

五
○
○

三
二
○

八
一
○

五
○
○
○

六
五
五

’

１
１
１ 二

七
○
○
個
所

一
校

三
六
個
所

一
○
〃

八
五
町

三
○
個
所

一
五
〃

要
’

こ
の
ほ
か
に
も
国
道
、
県
道
及
び
鉄
道
の
村
内
の
被
害
額
を
総

計
す
る
と
二
億
円
近
い
被
害
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

特
に
穴
内
小
学
校
で
は
七
日
未
明
、
裏
山
が
高
さ
十
五
牌
、
幅

十
燭
に
わ
た
っ
て
崩
れ
落
ち
、
約
百
立
方
肘
の
土
砂
が
校
舎
を
直

撃
し
た
。

そ
の
た
め
校
舎
の
南
端
の
階
上
五
年
、
階
下
四
年
の
二
教
室
が

倒
壊
し
、
そ
の
隣
の
六
年
と
三
年
の
教
室
も
半
壊
、
残
っ
た
校
舎

も
全
体
が
傾
斜
し
た
。

町
当
局
も
た
だ
ち
に
臨
時
議
会
を
招
集
し
、
穴
内
小
学
校
を
危
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繁
藤
は
現
在
大
豊
町
内
で
は
な
い
が
、
合
併
当
初
は
大
豊
村
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
南
国
・
高
知
市
方
面
へ
の
通
勤
・
通
学

路
で
あ
っ
て
、
こ
の
災
害
に
よ
り
大
豊
町
民
Ｅ
一
人
の
遭
難
者
を
出
し
た
の
で
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
。

国
道
三
十
二
号
線
墜
一
十
三
日
間
、
国
鉄
土
讃
線
住
一
十
四
日
間
、
と
も
に
不
通
で
あ
っ
た
の
で
、
物
資
の
流
通
や
通
勤
・
通
学
に
住

民
の
受
け
た
直
接
・
間
接
の
被
害
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

こ
の
災
害
は
停
車
中
の
汽
車
を
押
し
流
し
て
、
六
十
人
の
犠
牲
者
を
出
し
、
全
国
的
に
も
有
名
で
あ
り
、
『
高
知
県
百
科
辞
典
』
に
も

第
五
学
年
岡
本
重
義
宅
第
六
学
年
小
林
賀
波
宅
中
学
校
公
民
館

同
年
十
二
月
十
九
日
の
第
五
十
七
回
定
例
村
議
会
で
、
穴
内
小
学
校
並
び
に
穴
内
中
学
校
災
害
復
旧
工
事
施
行
に
関
す
る
議
案
と
同
予

算
外
義
務
費
負
担
に
関
す
る
建
築
費
八
百
三
十
六
万
円
余
を
可
決
し
て
い
る
。

翌
三
十
七
年
二
月
元
の
場
所
に
小
学
校
と
中
学
校
の
位
置
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
え
て
、
校
舎
の
建
築
に
着
工
し
た
。
同
年
七
月
七
日
南

北
の
二
棟
に
分
か
れ
た
校
舎
が
、
木
造
二
階
建
て
ス
レ
ー
ト
葺
き
、
延
べ
建
坪
三
百
五
十
一
坪
で
新
築
さ
れ
た
。

内
部
は
小
中
学
校
合
わ
せ
て
普
通
教
室
九
、
職
員
室
二
、
特
別
教
室
四
と
な
り
、
両
校
の
総
工
費
は
一
千
四
百
八
十
四
万
円
余
と
な
っ

こ
の
ほ
か
に
校
下
民
が
独
自
に
建
て
た
一
棟
が
あ
る
。
三
十
万
円
の
寄
付
と
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
建
て
た
こ
の
建
物
は
、
二
十
六
坪
で

工
作
室
や
家
庭
科
室
に
使
用
で
き
る
よ
う
二
室
か
ら
な
り
、
学
校
の
運
営
に
任
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
校
下
民
の
学
校
教
育
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
う
か
が
わ
せ
る
。

注
こ
の
地
方
で
は
旧
村
に
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
四
校
以
上
あ
っ
た
の
で
小
学
校
の
校
区
単
位
で
事
を
決
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
地
域
住
民
Ⅱ
校
下
民

て
い
る
０

倫
繁
藤
の
大
災
害
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採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
被
害
の
模
様
を
抄
出
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

お
い
ま
わ
し

昭
和
四
十
七
年
七
月
五
日
、
香
美
郡
土
佐
山
田
町
繁
藤
の
通
称
追
廻
山
で
、
大
規
模
な
山
崩
れ
が
発
生
し
、
犠
牲
者
六
十
人
を
出
す
惨
事
が
起
き
た
。

四
日
夕
刻
か
ら
五
日
の
朝
に
か
け
て
降
っ
た
記
録
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
山
崩
れ
は
国
鉄
繁
藤
駅
付
近
の
急
傾
斜
面
（
平
均
勾
配
三

十
七
度
）
で
、
高
さ
約
八
十
財
、
幅
約
百
七
十
澗
に
わ
た
っ
て
、
地
滑
り
性
崩
壊
と
な
り
約
十
万
立
方
脚
の
土
石
流
が
一
瞬
に
し
て
山
津
波
と
な
っ

て
押
し
流
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
国
道
三
十
二
号
線
沿
い
の
人
家
十
一
戸
と
消
防
団
員
や
地
元
の
人
々
六
十
人
及
び
繁
藤
駅
に
停
車
中
の
機
関
車
と
客
車
二
鞭
を
一
呑

承
に
し
て
穴
内
川
の
対
岸
ま
で
押
し
流
し
た
。

こ
の
大
災
害
に
よ
り
、
国
鉄
、
国
道
三
十
二
号
線
と
も
に
長
期
間
不
通
と
な
り
、
県
下
の
交
通
や
物
資
の
輸
送
に
混
乱
を
生
じ
た
。

七
月
四
日
の
午
前
九
時
か
ら
翌
五
日
九
時
ま
で
の
二
十
四
時
間
の
雨
量
は
、
天
坪
雨
量
計
測
所
で
七
百
四
十
一
言
腿
を
記
録
し
た
。
こ
の
雨
量
は

同
四
十
一
年
五
月
に
室
戸
市
佐
喜
浜
で
観
測
し
た
六
百
九
十
四
帳
魁
を
上
回
る
高
知
県
で
の
新
記
録
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
時
間
当
た
り
の
最
大
降
雨
量
は
、
五
日
の
午
前
五
時
よ
り
六
時
ま
で
の
九
十
五
・
五
帳
魁
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
豪
雨
の
区
域
は
繁
藤
を
中
心
に
し
て
意
外
に
狭
く
、
本
山
町
で
は
わ
ず
か
七
十
臆
臓
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

繁
藤
地
区
の
地
質
は
、
秩
父
古
生
層
に
属
し
、
崩
壊
の
現
場
に
は
断
層
が
あ
り
、
そ
の
両
側
に
は
風
化
緑
色
岩
や
風
化
粘
板
岩
が
北
西
方
面
に
延

び
て
お
り
、
地
下
水
の
供
給
源
と
考
え
ら
れ
る
湧
水
地
帯
へ
続
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、
地
質
か
ら
見
て
も
地
滑
り
の
生
じ
易
い
素
因
の
う
え
に
、

記
録
的
な
集
中
豪
雨
が
大
崩
壊
を
誘
発
し
た
。

災
害
現
場
の
復
旧
作
業
や
行
方
不
明
者
の
救
助
活
動
は
、
土
佐
山
田
町
を
中
心
と
し
て
、
建
設
省
、
国
鉄
、
陸
上
自
衛
隊
等
総
力
を
挙

げ
て
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
国
鉄
職
員
一
‐

昭
和
四
十
九
年
、
追
廻
小

死
亡
者
（
大
豊
町
居
住
）

角
茂
谷
西
岡
実
割

梶
ヶ
内
平
石
直
之
｝

国
鉄
職
員
一
人
の
遺
体
は
当
時
発
見
出
来
な
か
っ
た
が
、
翌
四
十
八
年
二
月
の
護
岸
工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
。

九
年
、
追
廻
山
の
現
場
に
慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

製
材
業

工
員

昭
和
、
四
年
一
月
十
五
日
生
（
遺
体
確
認
）
七
月
十
六
日

昭
和
二
十
年
三
月
五
日
生
（
遺
体
確
認
）
七
月
十
六
日
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昭
和
二
十
九
年
九
月
、
十
二
号
台
風
は
、
連
続
降
水
量
八
百
三
十
煽
蝿
最
大
時
雨
量
八
十
帳
脇
を
記
録
す
る
豪
雨
を
伴
い
、
東
豊
永

全
般
に
わ
た
っ
て
一
一
百
八
か
所
、
三
十
六
《
ん
の
崩
壊
と
地
滑
り
を
発
生
さ
せ
た
ｏ

東
土
居
の
吉
野
川
本
流
と
合
す
る
所
に
は
緑
色
片
岩
の
大
石
が
堆
積
さ
れ
た
川
原
が
あ
り
、
あ
ん
な
大
き
な
岩
石
を
押
し
流
し
た
地
滑

り
の
恐
ろ
し
さ
が
想
像
さ
れ
る
。

及
し
て
い
な
い
。

し
ゆ
う
き
ょ
く

た
く
さ
ん
の
摺
曲
Ｌ

低
い
と
述
べ
て
い
る
。

高
知
営
林
局
南
小
川
治
山
事
業
所
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
南
小
川
左
岸
は
御
荷
鉾
帯
に
属
す
る
古
期
大
規
模
崩
壊
の
二
次
堆
積
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
巨
大
岩
塊
を
含
む
堆
積
土
層
の
厚
さ
は
、
二
十
脚
か
ら
三
十
五
腕
に
及
ぶ
と
い
う
ｏ

西
川
付
近
で
は
、
こ
の
堆
積
土
の
上
限
は
海
抜
七
、
八
百
臆
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
南
小
川
に
至
る
高
度
差
は
実
に
五
百
脚
か
ら
六
百
脚

ほ
こ
う

に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
間
の
棚
田
全
域
が
葡
行
性
に
近
い
状
態
で
地
滑
り
を
続
け
て
い
る
と
い
う
ｏ

北
岸
は
三
波
川
結
晶
片
岩
帯
に
属
し
、
崩
壊
堆
積
士
の
層
も
薄
く
五
腕
か
ら
十
五
脚
で
基
岩
の
黒
色
片
岩
に
達
す
る
が
、
こ
の
岩
石
も

し
ゆ
う
き
ょ
く

た
く
さ
ん
の
摺
曲
と
、
破
砕
を
受
け
て
い
る
の
で
崩
壊
性
は
高
い
が
左
岸
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
地
滑
り
を
起
こ
す
可
能
性
は

地
滑
り
地
帯
で
あ
る
。

同
報
告
書
に
は
今
ま
で
に
下
流
に
災
害
を
及
ぼ
し
た
回
数
は
四
十
九
回
に
達
し
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
測
定
期
間
に
つ
い
て
は
何
も
言

さ
ん
ぱ
な
ん
え
ん
た
い
承
か
ぶ

三
波
川
南
縁
帯
と
秩
父
北
帯
の
間
に
御
荷
鉾
緑
色
岩
類
の
貫
入
し
た
大
豊
町
の
地
質
は
多
く
の
破
砕
帯
を
含
尭
全
国
的
に
も
有
名
な

三
大
豊
町
の
地
滑
り
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そ
の
後
も
地
滑
り
、
崩
壊
は
続
き
、
国
・
県
の
各
機
関
に
お
け
る
対
策
事
業
が
本
格
化
し
た
。

南
小
川
治
山
工
事
事
務
所
は
、
高
知
営
林
局
の
直
轄
治
山
工
事
事
務
所
と
し
て
昭
和
三
十
三
年
に
西
峰
地
区
に
設
置
さ
れ
た
。
久
生
野

よ
り
上
流
の
水
源
地
帯
と
沖
野
を
川
流
域
を
対
象
区
域
と
し
て
治
山
事
業
を
開
始
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
七
月
の
集
中
豪
雨
を
契
機
と
し
て
分
水
嶺
の
北
側
に
隣
接
す
る
岩
原
川
上
流
、
赤
根
川
流
域
に
も
大
規
模
な
地
滑
り
が

発
生
し
県
並
び
に
大
豊
町
の
要
請
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
一
年
指
定
の
岩
原
地
滑
り
防
止
区
域
と
赤
根
川
水
系
の
吉
野
川
本
流
よ
り
二
・
四

峠
臆
か
ら
上
流
の
流
域
を
工
事
区
域
に
組
承
入
れ
治
山
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

工
事
は
復
旧
治
山
工
事
と
地
滑
り
防
止
工
事
に
大
別
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
は
復
旧
治
山

工
事
費
五
十
一
億
七
千
四
百
九
十
二
万
円
、
地
滑
り
防
止
工
事
費
六
十
億
九
百
四
万
九
千
円
、
総
計
百
十
一
億
八
千
三
百
九
十
六
万
九
千

南小川治山工事(八畝より南大王付近）

千
円
、
総
計
百
十
一
億
八
千
三
百
九
十
六
万
九
千

円
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
金
額
は
営
林
局
の
南
小
川
治
山
事
業
所
の

工
事
の
承
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
別
表
に
示
し
た

よ
う
に
建
設
省
の
地
滑
り
防
止
区
域
の
指
定
を
受

け
た
地
域
二
十
か
所
の
七
十
五
河
川
、
六
十
七
か

所
の
砂
防
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
豊
町
内
の

谷
川
は
ほ
と
ん
ど
全
部
が
、
砂
防
指
定
河
川
と
し

て
年
間
数
億
円
に
及
ぶ
砂
防
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
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こ
れ
ら
の
砂
防
工
事
は
大
規
模
で
多
額
の
工
事
費
を
要
す
る
の
で
、
地
域
住
民
の
意
向
を
強
く
中
央
政
界
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
建
設

省
直
轄
工
事
に
組
糸
込
ま
れ
な
い
お
そ
れ
も
あ
り
、
同
四
十
五
年
九
月
二
十
四
日
、
大
豊
村
・
東
祖
谷
山
村
両
村
合
同
で
「
吉
野
川
直
轄

砂
防
事
業
促
進
期
成
同
盟
会
」
の
創
立
総
会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
、
四
国
地
方
建
設
局
河
川
部
長
へ
同
河
川
計
画
課
長
、
同
徳
島
工
事
事
務
所
長
、
高
知
・
徳
島
両
県
砂
防
課
長
ほ
か
、
東
祖

谷
山
村
七
人
、
大
豊
村
六
人
で
あ
っ
た
。

創
立
総
会
で
は
組
織
、
会
則
、
役
員
、
事
業
な
ど
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
。

会
長
大
豊
村
長
（
三
谷
泉
水
）
、
副
会
長
東
祖
谷
山
村
長
金
委
員
は
各
村
五
人
、
監
事
各
村
一
人
（
村
議
会
議
員
よ
り
選
出
）

期
成
同
盟
会
は
、
同
四
十
五
年
十
月
二
十
六
二
十
七
日
と
上
京
し
、
四
国
地
方
建
設
局
、
自
治
省
・
建
設
省
・
大
蔵
省
等
に
陳
情
し

た
０

吉
野
川
中
流
域
砂
防
工
事
：
：

明
治
十
八
年
、
吉
野
川
北
岸
「
徳
島
県
曽
江
谷
」
に
お
い
て
内
務
省
直
轄
で
砂
防
工
事
が
行
わ
れ
た
の
が
、
吉
野
川
砂
防
工
事
の
始
ま

り
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

吉
野
川
中
流
域
の
「
御
荷
鉾
構
造
線
」
地
帯
は
地
盤
が
不
安
定
で
、
昔
か
ら
「
地
滑
り
」
「
崩
壊
」
が
し
ば
し
ば
起
き
た
。

初
代
大
豊
村
長
三
谷
泉
水
は
、
昭
和
三
十
二
年
以
来
、
全
国
地
滑
り
市
町
村
協
議
会
副
会
長
に
就
任
し
て
、
地
滑
り
防
止
法
の
制
定
に

努
力
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
に
ば
「
地
滑
り
防
止
法
」
の
成
立
を
象
た
。

こ
の
た
め
三
十
五
年
に
は
、
蔭
地
区
の
大
規
模
地
す
べ
り
防
止
工
事
等
に
も
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
四
十
年
九
月
の
豪
雨
で
、
徳
島
県
祖
谷
川
上
流
の
東
祖
谷
山
村
大
西
で
十
万
立
方
呼
叫
に
及
ぶ
大
崩
壊
が
発
生
し
、
高
知
県
大
豊
村

で
も
南
小
川
・
赤
根
川
地
域
に
も
大
規
模
地
滑
り
が
生
じ
た
。
建
設
省
は
、
同
四
十
四
年
へ
祖
谷
川
・
南
小
川
流
域
の
直
轄
調
査
を
開
始

し
た
ｐ
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昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
投
入
さ
れ
た
工
事
費
は
、
南
小
川
・
赤
根
川
流
域
直
轄
工
事
費
だ
け
で
五
十
七
億
八
千
七
百
十
一
万
七
千
円
に

達
し
、
同
五
十
三
年
以
降
も
毎
年
五
億
円
程
度
の
工
事
費
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。

砂
防
工
事
が
進
展
し
地
域
や
下
流
域
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
が
直
接
目
的
で
は
あ
る
が
、
過
疎
の
山
村
に
就
労
の
場
を
与
え
、
現
金

収
入
の
道
を
開
い
て
い
る
こ
と
も
大
豊
町
に
と
っ
て
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
地
元
住
民
の
強
い
熱
意
の
反
映
で
昭
和
四
十
六
年
、
徳
島
県
池
田
町
に
四
国
地
方
建
設
局
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
が
開

設
さ
れ
、
砂
防
法
第
六
条
に
よ
り
建
設
省
直
轄
の
砂
防
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
の
開
所
式
当
日
の
祝
賀
会
は
、
百
七
十
八
人
の
関
係
者
を
招
待
し
、
吉
野
川
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成
同
盟

会
の
主
催
に
よ
っ
て
池
田
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
直
轄
工
事
実
施
に
向
け
て
、
期
成
同
盟
会
の
果
た
し
た
役
割
が
い
か
に

重
要
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
工
事
予
算
の
獲
得
な
ど
の
陳
情
の
た
め
毎
年
の
よ
う
に
期
成
同
盟
会
は
活
躍
を
続
け
て
い

平
議
員
で
あ
っ
た
。

〔
主
務
大
臣
の
直
轄
管
理
等
〕

第
六
条
砂
防
設
備
ニ
シ
テ
他
府
県
ノ
利
益
ヲ
保
全
ス
ル
為
必
要
ナ
ル
ト
キ
、
其
ノ
利
害
関
係
一
府
県
二
止
マ
ラ
サ
ル
ト
キ
、
其
ノ
エ
事
至
難
ナ
ル
ト
キ
又
ハ

其
ノ
エ
費
至
大
ナ
ル
ト
キ
ハ
主
務
大
臣
〈
之
ヲ
管
理
シ
、
其
ノ
エ
事
ヲ
施
行
シ
又
〈
其
ノ
維
持
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

大
豊
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
県
耕
地
課
指
定
地
滑
り
防
止
区
域
が
九
か
所
あ
り
、
全
県
下
三
十
八
か
所
の
約
四
分
の
一
を
大
豊
町
が
占
め

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

農
林
省
・
建
設
省
、
県
耕
地
課
指
定
等
を
合
わ
せ
る
と
村
内
の
地
滑
り
防
止
・
砂
防
等
の
工
事
費
総
額
は
年
間
十
億
円
に
余
り
町
内
の

土
木
工
事
費
が
町
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
柱
の
一
本
と
な
っ
て
い
る
。

Ｚ
勺
○

同
四
十
六
年
一
月
二
十
二
日
に
も
会
長
、
副
会
長
が
上
京
建
設
省
に
陳
情
し
て
い
る
。
時
の
建
設
省
政
務
次
官
は
郷
士
選
出
の
田
村
良

注
砂
防
法
第
六
条
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建設省所管地滑り防止区域

（大豊町内・昭和58年8月31日現在）

指 定
区域名 区 域 面積 備考

年月日|告示番号
肱

子
保
測
火
生
』
Ｊ
山
野
田
畝
王
川
谷
組
井
田
滝
山

下
上

連
く
く

蔭
砂
久
賀
大
庵
上
賀

一
戸

西峯

大砂子

大久保

永洲、柳野

川戸、連火

尾 生

杉

杉

佐賀山

立 野

和 田

八畝

南大王

八川

東庵谷

穴 内

川井、高原

怒 田

大 滝

佐賀山、西土居

○（御荷鉾）

□（三波川）

□

□

□

□

□

□

○

○直轄へ

○直轄へ

○

○

□

○

○

□

○直轄へ

口川井へ追加

○追加

肥
肥
肥
７
７
７
７
７
７
７
７
７
１
８
８
８
９
９
岨
廻

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

辺
哩
哩
３
３
３
３
３
３
３
３
３
皿
４
４
４
加
皿
３
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

、
。
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ
貝
』
貝
〕
巨
Ｊ
貝
》
頁
』
貝
』
貝
』
貝
〕
貝
』
貝
〕
戸
０
《
○
戸
◎
写
Ｉ
旬
Ｉ
。
◎
ｎ
ソ

ｎ
ｏ
Ｑ
Ｊ
、
。
ｎ
ｏ
、
。
、
。
ｎ
ｏ
ｑ
》
、
。
Ｑ
Ｊ
の
○
の
。
の
。
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
、
。
の
○
４
段
４
級

Ｑ
〕
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
〃

１
工
－
入
１
上
貝
』
匡
Ｊ
頁
』
貝
』
貝
〕
貝
〕
貝
〕
貝
〕
匡
Ｊ
１
▲
匡
Ｊ
貝
〕
貝
』
○
○
。
○
ｎ
Ｕ
貝
』

４
辻
４
詮
“
牡
ｑ
〕
ｎ
ｏ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
、
。
Ｑ
Ｊ
○
色
Ｑ
Ｊ
Ｑ
》
、
ソ
Ｒ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｒ
ｕ
ワ
ー

１
Ｌ
１
上
１
且
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
ｎ
ｏ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
１
入
Ｑ
Ｊ
、
。
ハ
ョ
貝
〕
貝
』
兵
』
頁
Ｊ

○
今
○
全
○
ぬ
，
，
，

○
全
○
ぬ
○
ぬ

０
３
３
９
０
１
１
０
７
４
６
０
０
１
０
６
８
７
７
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
６
２
４
６
４
２
８
９
２
９
８
４
５
３
８
０
０
９

７
１
１
３
４
１
２
１
３
７
９
２
５
５
３
５
１
１
０

３
１
１
１
２

大
大
永
川
尾
杉
杉
佐
立
和
八
南
八
東
西
川
怒
大
佐
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砂防指定河川調書（大豊町内）

（昭和58年3月31日現在建設省調）

吾雁揃|霊定区萱|告示年朋’告示番号｜備 考河川

血

大久保

〃

岩原

大砂子

柳野

永洲

〃

八川

桃原

川戸

〃

下ノ土居

佐賀山

〃

〃

大 滝

〃

南大王

八畝

〃

香美郡谷相

八畝

怒田

〃

南大王

タルヤ谷川

宗六谷川

赤根川

コウツ谷川

柳 野 谷川

潰谷川

イベ谷川

八川 川

梅ケ谷川及支
川

川戸川

宮ノクピ谷川

南小川

佐賀山川

佐賀 山 川

金床石谷川

青谷 川

〃

南 大王川

〃

〃

〃

大谷川及支川

宮脇谷川
〃

如谷川及支川

S43.10.21

〃

42．3．31

42．3．31

49．4．30

29．1．13

41．5．26

36．5．18

47．6．20

28．2．12

47．1．20

28．2．12

28．2．12

53．4．8

40．5．11

33．1．18

54．6．1

33．1．18

46．11．10

47．12．19

56．9．16

39．8．31

40．5．11

54．5．21

39．8．31

９
９
１
１
４
６
５
７
９
２
４
２
２
４
７
９
７
４
４
１
９
３
７
５
３

５
５
６
６
５
１
９
６
１
４
７
４
４
１
４
６
７
６
２
３
２
９
４
０
９

１
１
１
１
６
５
０
１
１
１
１
８
３
０
８
１
５
４
３
０
４

，
，
，
，

９
１
９

１

１

１
９
１
，
，
１
９

３
３
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２
１
１
２

２
１
４
５
３
６
５
７
６
７
３
８
３
０
７
７
７
３
１
６
０
０
９
４

Ｌ
Ｌ
４
Ｌ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
８
ａ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
Ｌ
〃
ａ
Ｌ
Ｌ
８
２

１
０

1部直轄指定

1部直轄指定

〃

直轄指定分

直轄指定

〃

1部直轄指定

直轄指定

〃

〃

1部直轄

車谷川の1部を
含む直轄指定

直轄 指 定

如谷川 0.2 50．5．28 901〃

車 谷川

光石 谷 川

ツエ谷川及
ホリ ノ谷川

黒 滝 川

喉滝川

９
７
０
８
５
３

．
．
・
２
・
・

０
０
１
．
２
０

０

56．9．16

47．12．29

43．5．9

56．9．16

42.10．9

1,529

2,190

1,377

1,525

3,386

〃

〃

八 畝

〃

怒田
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名拶所霊定区豊告示年月日告示番号備河川 考

北浦谷川及び支
川

井の谷 川

上ケ山谷川

西岡谷 川

宮ノ’ 谷川

中内谷川

東谷川及び
白山谷川

沖野〃々川

バンヤ谷川

葛谷川

境谷 川

力石川

栃木谷 川

ヲメジ谷川

西谷川

佐賀井谷川

田ノ下 谷川

トベリキ谷川

カ ケ ヤ プ谷川

松尾谷Jl l

奥大田 川

小法師谷川

小次郎谷川

湯口谷 川

明賀谷 川

和田川

大隅谷川

フ ジ オ 谷川

下谷
サセブ

横野谷 川

椿谷川

丸田谷川

松の元谷川

タノオカ 谷川

田
井
田
井
内
内
左
木
屋
木
戸
保
内
保
谷
谷
戸
田
田
田
田

野
点
蔭
蔭
久
卿
久
庵
大
〃
〃
〃
〃

″

怒
川
怒
川
中
中
沖
柚
野
柚
川
西
東
西
東
庵
船
奥
和
和
和

S40.5．11

42．3．31

43．10．21

43．10．21

42．3．31

43．10．21

43．10．21

28．2．12

33．1．18

47．12．29

33．1．18

33．1．18

46．9．10

47．1．20

42．10．9

42．10．9

42．10．9

39．4．7

56．6．20

42．3．31

42．3．31

42．3．31

42．3．31

42．3．31

42．3．31

42．10．9

42．10．9

42．10．9

５
５
６
２
３
７
２
４
０
０
５
６
０
９
３
０
０
０
０
５
５
０
５
５
５
５
０
５
８
７
２
１
５
０
５
０

．
・
・
．
．
．
．
．
．
．
．
．
・
２
．
。
・
・
・
７
．
．
．
．
．
．
．
。
．
・
・
・
．
．
．
．

１
０
０
１
１
１
１
０
３
１
０
１
１
・
０
３
１
１
４
２
２
９
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
２
１
０
１

０
５

●０

７
１
９
９
１
９
９
２
９
０
９
９
４
４
６
６
６
５
６
１
２
２
２
２
２
６
６
６

４
６
５
５
６
５
５
４
６
９
６
６
１
７
８
８
８
４
８
６
８
８
８
８
８
８
８
８

３
１
１
１
１
１
１
１
１
５
３
３
３
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１

１

，

，
，
，
，
，
，
，
１
３
１
９
９
７
９

１
１
３
３
１
３
３
２
１
３
３
３
１
１
１
１
１
１
１
１
３
３
３

和田 43．5．9 1,377

内
内
内
須

穴
穴
穴
高

42．10．9

‘4．6．6

44．6．6

42．10．9

3,386

3,028

3,028

3,386
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名|””|謹定区豊|告示年月｡|害毒番号|” 考河川

I血

瀬戸の谷川

境谷 川

本村谷川

小川谷川

竹谷川

久寿 軒 川

角茂谷川

磯谷 川

尾生川

立川川

井手川

川奥谷川

鴻谷川

高須

杉

小川

小川

中村大王

久寿軒

角茂谷

磯谷

尾生

立川

立川

立川

杉

６
９
９
９
９
２
２
２
２
２
２
２
６

８
５
５
５
５
３
３
８
３
３
３
３
８

３
１
１
１
１
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
，
，

９

１

Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
○
Ｊ
Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｊ
１
入
Ｑ
Ｊ

S42．10．9

43．10．21

43．10．21

43．10．21

43．10．21

48．2．21

48．2．21

57．7．17

48．2．21

48．2．21

48．2．21

48．2．21

42．10．9

２
５
２
０
３
５
５
８
０
５
５
５
５

．
．
．
．
．
・
・
４
．
．
．
．
．

１
１
３
３
２
７
４
．
３
８
４
３
１

０
１

高知県地滑り防止区域指定状況（大豊町関係分）

（昭和58年8月21日現在）

可日｜告示番号｜侭
磐号｜地域宅

宝141R岳弓手鴎弓手曲

議頻1霊:雛
票1420歩原 ’96.C

P

1。 ｜秒El扉

一毛口八竜■’

譲瀧|認:脇491：：：

41I四秒E豚型穆El扉

奄貝ワ貝星】1．4【う ｜栄
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南小川における直轄砂防・地滑り事業費

（単位：千円）

南小川｜赤根川 地滑り
年度

数|事業費|数|事業費 ’ 数|事業費

一｜
’I

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６

昭 99，540

183,581

251,506

222,260

380,400

324,500

377,950

490,000

536,000

351,600

355,000

382,500

348,400

345,000

’
一
一
一
一
一
一
一
１
一
１
’
一
一
一
一

’
一
一
一
一
一
一
棚
Ⅷ
剛
Ⅲ
０
叩
帥

３
９
８
９
７
２

５
３
７
０
６
６

１
１
１
３１

０
０
分
，

０
０
０

’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
帥
弱
的

０
０
３

５
８
８

｡■■■■■■■■

１
３
１
３
２
１
１
２
２
３
２

怒田

怒田

怒田
八畝

怒田
八畝

2 391,000 41,000 84,200

計245039237450100 ’’ 297,780

堰堤19

流路1

床固1

護岸3

堰堤2
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菖
三
戯

到
今
三

』胃
◎

］
』

｜
言
動
鏑
節

、 心

一
頭
田
醗
那

四ヘコ 。、の “

掛
噸
謡
い
鏑
筋

掛
銅
繭
舗

鏑
節
曲

＞

罫

言
助
拙
画
鏑
舗

言
助
拙
⑳
嫡
節

替
助
鵠
心
鏑
節

言
助
謡
い
鏑
誌

到
汁
州
謡
画
繭
縮

到
汁
Ｈ
謡
い
繭
舗

鏑
舗

丹
Ｐ
ｍ

ｍ
－
○
ｍ

函型 訓
（
日
）

聖汁丹
届
函

助
斤
函
印

型針

壷
洋
斗
蕗

］
、
。
つ

心
．
、

胃
①
。
、

』
四
・
ｍ

ｍ
。
つ

』
』
。
つ

胃
画
。
つ

⑳
。
、

『
．
◎

四
・
つ

の
、
つ

謂
融
・
型
国
簿
寄
詩
贈
離
削
鯛

即
（
日
）

Ｆ
１
』
『
の

『
ｍ
ｏ
ｏ

『
④
。
つ

『
画
。
つ

の
②
。
、

心
、
。
つ
、

四
ｍ
．
、

四
ｍ
．
つ

、
つ
。
四

陰
陰
．
画

①
』
．
。

、
四
。
、

①
四
・
つ

、
『
．
『
、

＠
つ
。
つ

四
四
。
、

倒
卸

（
乱
）

、
》
画
吟
の

』
》
、
吟
の

、
》
『
、
①

①
、
画

『
》
四
四
つ
（
画
①
．
①
）
吟
四
つ

四
》
ｏ
の
』

骨
》
］
、
◎
（
画
。
、
）
『
つ

四
℃
心
＠
つ

胃
》
＠
ｍ
ｍ

の
『
、

の
》
『
『
心

の
、
、

心
》
切
司
や

］
》
つ
四
ｍ

の
心
つ

〈
贈
瀬
一
割
卿

宮
画
風
、
の

（
画
の
．
ｏ
）
の
、
つ

（
画
。
。
つ
）
心
心
つ

（
四
つ
．
、
）
吟
の
つ

（
画
。
、
）
①
つ

（
画
。
、
）
『
つ

（
画
。
、
）
『
つ

（
画
幽
。
『
）
四
ｍ
つ

（
画
。
、
）
『
つ

（
画
四
・
、
）
四
劃
つ

菖
壷
帥

零
尋
郷

浄
。
↑
》
つ
つ
つ

』
骨
吟
》
つ
つ
。

］
、
》
胃
つ
つ

四
四
》
つ
つ
つ

、
、
】
つ
つ
つ

い
、
》
つ
つ
つ

吟
の
》
つ
つ
つ

画
司
》
つ
。
。

陰
『
》
い
つ
○

心
、
》
四
つ
つ

心
》
◎
つ
つ

、
》
つ
つ
つ

』
》
つ
○
つ

画
》
つ
つ
。

画
〕
つ
つ
○

心
い
、
つ
つ

』
》
つ
つ
つＩ

心
》
『
つ
つ

画
》
樫
つ
つ

一

胃
》
の
つ
つ

心
》
四
つ
ｏ
一

剛
Ｈ
紺
泣
、

の
心
餌
司
・
惇
』

の
心
・
＠
・
い
つ

の
心
『
．
＠
・
画
函

の
、
吟
障
］
．
画

の
、
農
、
。
］
の

の
函
つ
．
樫
］
・
画
④

の
吟
酌
胃
Ｐ
画
、

の
、
心
．
④
・
画
』

の
、
四
ｍ
。
］
『

の
、
い
の
。
四
つ

の
、
。
．
＠
．
い
つ

言
Ｈ
埜
囲

削
爵
捕
迩
、

の
、
鰐
四
。
画
『

の
心
酌
画
。
四
ｍ

の
画
』
．
四
・
画
①

の
、
つ
。
画
。
］
○

の
、
い
、
。
の
緯

の
、
画
』
Ｐ
］
、

の
、
祭
四
。
画
画

の
、
い
い
。
い
つ

の
、
Ｐ
四
・
四
○

の
、
騨
胃
。
四
つ

の
、
。
。
胃
』
画
、

－

ミ

ｕ
く
、
〕
Ｉ
テ

慨
廿
乳

計
諮
茸
計
沸

財
少
憩
乳

通
い
憩
乳

ミ雪篭 雪 ミ 、菅
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菖
三
故

画
。

胃

の

胃

の
］
『

樫
の

ｰ

の
］
画

卦
汁
州
騨
那

到
汁
閑
職
の
嫡
誌

勢
戴
髄
函
嫡
縮

勢
鼓
鏑
誌

許
鴻
Ｅ
職
画
鏑
節

到
汁
閑
職
、
嫡
節

到
汁
田
髄
吟
嫡
流

鏑
節

叩ロﾛロmW

ｺ ド ｜ 皿 H

撤’岬

劇抗I罰 故剰 皿 I 毎 m

丹
届
と

副
一
Ｐ
、

丹
渥
面

銅
一
』
つ
．
つ

針
ご
己

皿
一
骨
い
つ

訓
（
日
） 顎
尭
４

樫
心
．
。

』
ぬ
．
。

『
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、

四 I 【 工

二JIに－コ

謂
贈

Ｆ
Ⅱ
Ⅱ
樫
の
ロ
つ

融
（
日
）

、
、
。
、

印
画
。
。

心
画
．
心

①
、
。
、

心
の
．
、

、
心
。
心
函

の
①
．
”

四
ｍ
・
つ

の
④
、
つ

型
国
尋
琴
言
鴎
雛
削
洲

禍
匙
制

骨
。
》
］
ぬ
陰

陰
》
つ
の
◎

『
い
、
函
◎

四
》
］
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つ
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》
ｏ
、
、

の
》
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つ

（
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『
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○
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》
惇
心
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・
、
）
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）

（
』
牌
。
ｏ
）
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．
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］
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）
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．
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岸
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、
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つ

、
四
つ
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、
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司
つ
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つ
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、
四
つ
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四
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蓉
郷
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］
、
》
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つ

心
、
》
四
○
つ

］
心
》
』
つ
つ
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、
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○
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四
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〉
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。
》
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の
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』
］
Ｐ
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、
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、
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、

の
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．
］
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の
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の
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。
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の
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四
つ

の
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Ｐ
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の
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吟
の
・
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言

Ｈ
蓋削

鳳
紺
迦
、

の
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ｐ
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岡

の
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つ

の
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画
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・
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］

の
、
喫
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』
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の
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・
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匡。Iに一コ

計
読
茸
計
沸

ｕ
侭
、
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－
テ

剛
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乳

迩
勝
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乳

､ ､ 、 篭 奄
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昭
和
四
十
一
年
五
月
二
十
一
二
一
日
の
集
中
豪
雨
で
高
知
県
下
の
道
路
網
は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
大
豊
町
で
も
今
ま
で

に
類
の
な
い
よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
。

五
月
二
十
三
日
午
前
六
時
過
ぎ
大
豊
町
小
川
（
杉
部
落
と
の
境
界
の
あ
た
り
）
で
大
規
模
な
山
崩
れ
が
あ
り
国
道
三
十
二
号
線
と
、
そ

の
下
を
通
っ
て
い
る
士
讃
線
が
不
通
と
な
っ
た
。

「
高
知
新
聞
」
の
同
日
付
け
夕
刊
は
次
の
よ
う
な
見
出
し
で
こ
の
災
害
の
模
様
を
報
道
し
て
い
る
。

画
四

四
ｍ

画
『

四
ｍ

四
一
田
萌
謡
吟
誌
輔

－ﾛ

土
讃
本
線
押
し
つ
ぶ
す

勢
鼓
拙
②
嫡
誠

冊
助
識
四
鏑
誠

㈲
小
川
の
地
滑
り
災
害

酢
臨
Ｅ
識
②
鏑
節

到
汁
旧
鵠
』
語
園

大
杉
ｌ
大
王
間
で
不
通

一

胃
』
。
◎

］
心
。
、

『
・
つ

吟
。
◎

一

、
、
．
、

心
①
．
つ

『
、
．
“

、
胃
．
心

四
》
“
『
つ

』
》
四
の
。

“
》
心
、
つ

樟
》
画
函
○

（
つ
．
心
）
』
、

（
の
。
、
）
画
、
。

（
劃
司
。
つ
）
得
。
⑦
、
。

（
ぬ
．
①
）
函
、

ー

ー

“
一
一

吟
『
》
、
Ｃ
ＣＩ

］
ぬ
》
の
。
つ

図
画
》
つ
つ
。

『
》
心
ｏ
つ

昌
画
》
「
つ
つ

画
》
四
つ
つ

①
画
つ

Ｊ
・
〔
｝
〔
三

ｍ
ｍ
Ｐ
ｍ
・
］
胃

の
、
酌
』
つ
．
画

の
、
。
．
＠
・
画
、

の
、
Ｐ 固

【
》
頓
》
白

の
ｓ
紺
岡

の
、
Ｐ
の
．
］
つ

の
塞
補
岡

の
留
紺
岡

ｕ
蝿
、
〕
１
一

脚
昔
乳

奄 篭 ミ



第9章災害と防災860

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
翌
日
付
け
の
詳
報
に
よ
る
と
、
大
杉
駅
の
西
約
一
・
五
値
岬
の
現
場
は
国
鉄
四
国
支
社
で
も
「
地
滑
り
危
険
地
帯
」
に
指
定
し
て

い
る
要
注
意
箇
所
で
あ
り
、
士
讃
線
防
災
対
策
委
員
会
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
ル
ー
ト
変
更
が
検
討
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
っ
た
。

か
な
り
以
前
か
ら
小
規
模
の
落
石
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
崩
れ
た
山
が
雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
、
事
尋
故
発
生
ま
で
山
の
動
き
が

こ
の
付
近
で
は
二
十
一
、
二
日
の
両
日
に
か
け
て
百
五
十
帳
脇
く
ら
い
の
雨
が
降
り
、
こ
の
豪
雨
で
に
わ
か
に
地
盤
が
ゆ
る
ん
だ
も
の

昭和41年に起きた、よぼうし山の崩壊

大
規
模
な
山
く
ず
れ
線
路
も
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
乗
客
大
杉
で
立
往
生

五
月
二
十
三
日
午
前
六
時
二
十
分
頃
国
道
三
十
二
号
線
の
大
豊
町
小
川
で
高
さ
六
十

肘
幅
五
十
吋
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
山
崩
れ
が
起
き
、
同
国
道
と
道
路
下
の
土
讃
本
線

（
大
杉
駅
Ｉ
大
王
信
号
所
間
）
は
約
一
万
立
方
脚
の
岩
石
や
土
砂
で
埋
没
し
た
。

こ
の
た
め
列
車
は
上
り
下
り
と
も
に
不
通
と
な
り
、
大
杉
駅
と
大
王
信
号
所
で
そ
れ

ぞ
れ
、
折
返
し
運
転
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
道
三
十
二
号
線
も
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
た
。

開
通
へ
四
、
五
日
必
要

国
鉄
四
国
支
社
は
と
り
あ
え
ず
池
田
保
線
区
員
等
五
十
人
余
り
を
現
場
へ
送
っ
て
復

旧
に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
が
、
現
場
は
依
然
と
し
て
小
規
模
な
落
石
が
続
い
て
お

り
、
ま
だ
一
ト
ン
か
ら
二
ト
ン
も
あ
る
大
き
な
岩
石
が
国
道
と
軌
道
上
に
無
数
に
落
ち
か
か

っ
て
い
る
た
め
復
旧
工
事
に
手
間
ど
っ
て
い
る
。

同
支
社
は
災
害
対
策
本
部
を
設
け
て
復
旧
対
策
を
急
い
で
い
る
が
、
現
場
上
方
の
山

腹
地
盤
の
状
態
を
調
査
し
た
上
で
、
具
体
的
な
復
旧
策
を
た
て
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

開
通
ま
で
に
は
少
な
く
と
も
四
、
五
日
は
か
か
る
見
込
桑
で
あ
る
。

ま
た
不
通
区
間
を
バ
ス
代
行
輸
送
で
つ
な
ぐ
方
法
も
国
道
が
埋
没
し
て
い
る
関
係
で

不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
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災
害
発
生
の
時
間
は
上
り
の
始
発
列
車
が
通
過
し
た
直
後
で
あ
り
、
そ
の
上
発
見
通
報
が
早
か
っ
た
の
で
大
き
な
事
故
に
な
ら
な
か
っ

た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
は
や
む
な
く
、
大
杉
駅
と
大
王
信
号
所
で
引
き
返
し
た
が
、
な
か
に
は
急
ぎ
の
用
が
あ
る
者

竺
一
意
螺
余
り
の
山
道
を
荷
物
を
か
つ
い
で
歩
い
て
県
交
簿
ハ
ス
の
折
り
返
し
便
に
乗
っ
た
。

な
お
、
こ
の
山
崩
れ
に
よ
り
国
鉄
士
讃
線
と
国
道
三
十
二
号
線
不
通
の
た
め
園
芸
野
菜
の
出
荷
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
県
園
芸
連

の
調
べ
に
よ
る
と
二
十
三
日
は
貨
車
輸
送
分
を
ト
ラ
ッ
ク
に
切
り
替
え
て
約
二
百
ト
ン
を
松
山
経
由
で
送
る
た
め
遅
延
に
よ
る
値
下
が
り
分

と
、
経
費
増
に
よ
る
損
害
昼
一
日
間
で
約
二
千
万
円
と
推
計
さ
れ
た
。
更
に
「
高
知
新
聞
」
の
記
事
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、

ら
し
い
。

雨
に
よ
っ
て
再
び
落
石
が
あ
り
開
通
わ
ず
か
に
二
日
間
で
一
日
昼
前
か
ら
不
通
と
な
っ
た
、
土
讃
線
と
国
道
三
十
二
号
線
は
、
二
日
に
な
っ
て
も

断
続
的
な
落
石
が
続
く
た
め
、
列
車
は
大
杉
・
角
茂
谷
の
両
駅
で
折
返
し
運
転
を
始
め
、
県
交
等
ハ
ス
も
杉
・
小
川
で
折
返
し
て
い
る
。

員
し
て
、
ダ
イ
ナ
マ
ィ

五
月
二
十
九
日

大
杉
中
学
校
は
、

学
の
予
定
で
あ
る
。

約
七
億
略

な
い

◎

現
場
の
上
方
山
腹
に
残
さ
れ
て
い
る
、
犬
き
な
岩
石
を
含
む
約
三
千
立
方
呼
卿
の
土
砂
の
爆
破
作
業
が
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
順
調
に
進
ん
だ
た
め
、

二
十
九
日
午
前
十
一
時
過
ぎ
の
上
り
列
車
か
ら
開
通
し
た
。
国
道
の
方
も
午
后
に
な
っ
た
が
七
日
振
り
に
開
通
し
た
。

現
場
で
の
復
旧
作
業
に
は
国
鉄
四
国
支
社
と
、
建
設
省
土
佐
国
道
工
事
事
務
所
合
同
の
災
害
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
毎
日
人
夫
百
人
余
り
を
動

し
て
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
っ
て
岩
石
を
爆
破
し
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
四
台
で
土
砂
を
穴
内
川
に
落
す
な
ど
本
格
的
に
行
っ
て
い
る
。

高
知
方
面
へ
自
動
車
で
行
く
場
合
は
本
山
、
大
石
へ
廻
り
、
国
見
山
の
麓
を
通
っ
て
穴
内
繁
藤
、
領
石
と
悪
路
を
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら

山
く
ず
れ
で
ふ
さ
が
れ
た
土
讃
線
は
急
行
便
を
取
消
し
、
大
杉
・
角
茂
谷
駅
で
そ
れ
ぞ
れ
折
返
し
運
転
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
徒
歩
連
絡
は

五
月
二
十
五
日

六
月
二
日

Ｒ
夕
か
い

小
川
天
坪
方
面
か
ら
来
る
生
徒
十
七
人
の
た
め
二
日
間
の
臨
時
休
校
を
行
い
、
以
後
は
約
三
キ
ロ
の
山
道
を
迂
回
し
て
徒
歩
通
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え
た
災
害
で
あ
っ
た
。

落
石
の
危
険
が
あ
る
た
め
夜
間
の
運
行
を
中
止
し
て
い
た
が
十
八
日
始
発
か
ら
、
平
常
ダ
イ
ヤ
に
復
旧
し
、
五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ぶ
り

に
平
常
の
と
お
り
に
な
っ
た
。

こ
の
災
害
の
特
徴
は
、
雨
墜
一
百
五
十
帳
澱
く
ら
い
と
大
し
た
こ
と
は
な
い
の
に
、
地
滑
り
、
落
石
等
が
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
て
、
断

続
的
に
通
行
止
め
が
長
期
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
士
讃
線
や
国
道
三
十
二
号
線
も
地
滑
り
地
帯
で
あ
る
か
ら
、
通
行
止
め
は
た
ぴ

し
や

た
び
経
験
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
し
か
も
両
方
同
時
に
交
通
が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

被
害
の
影
響
を
一
番
受
け
た
の
は
、
県
の
園
芸
物
の
輸
送
で
あ
ろ
う
。
事
故
以
来
県
園
芸
連
は
松
山
経
由
の
陸
路
と
海
上
ル
ー
ト
で
輸

送
を
続
け
て
い
た
が
東
京
市
場
へ
四
日
か
ら
五
日
も
か
か
る
の
で
腐
敗
が
ひ
ど
く
市
況
が
暴
落
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
市
場
が
名

古
屋
以
西
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
不
利
な
こ
と
が
多
か
っ
た
。

次
に
迂
回
路
の
繁
藤
ｌ
本
山
線
は
道
幅
が
狭
く
大
型
車
は
通
れ
な
い
上
に
行
き
違
い
の
と
き
は
何
十
樹
も
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し

か
も
雨
の
続
い
た
日
は
泥
ん
こ
道
で
あ
っ
た
。
高
知
方
面
へ
の
高
校
生
や
通
勤
者
は
高
知
方
面
の
親
戚
に
泊
ま
り
込
む
か
迂
回
路
の
山
道

を
三
杵
臓
余
り
歩
く
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
天
坪
方
面
か
ら
の
中
学
生
と
大
豊
に
勤
務
し
て
い
る
通
勤
者
も
歩
か
さ
れ
る
た
め
、
大
幅
に
遅
刻
し
た
し
、
ま
た
大
豊
に
勤
務
す

る
教
師
の
七
割
近
く
が
南
部
か
ら
の
通
勤
者
で
あ
る
た
め
、
た
び
た
び
臨
時
休
校
を
す
る
な
ど
、
各
方
面
に
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
与

前
点
か
ら
雨
の
た
び
に
地
滑
り
等
災
害
の
多
い
士
讃
線
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
災
害
が
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
て
、
国
鉄
防
災
対
策
委
員

四
日
の
始
発
か
ら
開
通
の
予
定
で
あ
っ
た
土
讃
線
は
ま
た
雨
の
た
め
一
日
延
び
て
、
五
日
の
始
発
か
ら
昼
間
の
承
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
道
三
十
二
号
線
も
午
前
六
時
か
ら
開
通
す
る
が
午
后
七
時
か
ら
は
当
分
の
間
通
行
止
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
雨
が
三
十
ミ
リ
を
超
え
る
と
再
び
運
行
を
全
面
的
に
中
止
す
る
。

な
お
、
雨
が
三
十

六
月
十
八
日

六
月
五
日
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ト
ゥ
ジ
山
で
は
六
月
こ
ろ
か
ら
連
日
の
よ
う
に
落
石
が
続
き
、
七
月
ま
で
に
表
土
が
崩
れ
落
ち
た
面
積
は
推
定
十
伊
喫
雑
木
林
や
植

林
が
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
、
田
ん
ぼ
が
三
十
尉
下
に
落
ち
込
承
ズ
タ
ズ
タ
に
な
る
な
ど
、
山
は
惨
た
ん
た
る
あ
り
さ
ま
に
な
っ
た
。

こ
の
山
の
小
さ
な
谷
を
隔
て
た
対
岸
の
岸
を
接
し
た
所
に
民
家
十
七
戸
が
あ
る
た
め
、
町
や
県
も
事
態
を
重
視
し
て
対
策
に
乗
り
出
し

た
。
た
だ
崩
壊
の
危
険
地
域
が
大
規
模
（
県
下
最
大
級
）
な
た
め
、
本
格
的
な
砂
防
工
事
が
完
了
す
る
に
は
十
年
以
上
か
か
る
と
い
う
。

こ
の
た
め
住
民
は
地
区
内
で
防
災
対
策
委
員
会
（
会
長
下
村
博
信
）
を
設
置
し
て
、
町
や
県
に
対
す
る
要
望
事
項
を
陳
情
し
た
り
、
避

承
か
夢

難
に
関
す
る
対
策
等
を
協
議
し
た
。
ト
ゥ
ジ
山
を
地
質
学
的
に
ゑ
る
と
岩
質
の
も
ろ
い
御
荷
鉾
構
造
線
の
中
で
主
成
分
は
緑
色
片
岩
で
あ

る
。
こ
の
岩
質
が
風
化
し
水
分
を
含
む
と
粘
土
化
し
、
土
砂
を
蓄
え
る
格
好
と
な
る
た
め
、
一
定
限
度
以
上
の
圧
力
が
か
か
る
と
、
一
挙

会
が
最
終
報
告
を
出
し
、
そ
の
結
果
士
讃
線
は
路
線
を
変
更
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
昭
和
四
十
三
年
大
杉
ト
ン
ネ
ル
に
着
工
し
て
同
四
十
八
年
三
月
完
成
し
た
の
で
土
讃
線
は
災
害
の
あ
っ
た
対
岸
を
ト
ン
ネ
ル

で
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
建
設
省
土
佐
国
道
工
事
事
務
所
で
も
、
路
線
を
変
更
し
て
、
こ
の
災
害
の
あ
っ
た
箇
所
を
避
け
て
同

四
十
九
年
三
月
大
豊
ト
ン
ネ
ル
と
一
の
瀬
ト
ン
ネ
ル
に
着
工
し
同
五
十
三
年
三
月
完
成
し
た
（
詳
細
は
ト
ン
ネ
ル
の
項
参
照
）
。

が
本
格
的
に
な
っ
て
き
た
。

吉
野
川
東
岸
（
右
岸
）
の
徳
島
県
境
近
く
に
あ
る
大
豊
町
岩
原
ト
ウ
ジ
山
（
標
高
七
二
七
腕
）
は
江
戸
時
代
末
期
の
安
政
年
間
の
こ
ろ

か
ら
、
大
小
の
崩
壊
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
山
の
中
腹
は
表
土
が
露
出
し
て
い
た
。

し
か
し
岩
盤
は
そ
の
状
態
で
固
定
化
さ
れ
て
直
接
の
被
害
も
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
こ
ろ
か
ら
全
山
的
に
異
変
が
始
ま
っ

た
。
最
初
は
小
さ
な
地
割
れ
や
、
落
石
が
時
折
あ
る
程
度
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
の
梅
雨
期
に
入
る
と
地
盤
が
軟
弱
化
し
て
地
滑
り

。
岩
原
ト
ウ
ジ
山
の
地
滑
り
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も
、
晴
天
の
日
で
も
年
中
地
滑
り
が
続
い
て
い
る
た
め
住
民
の
不
安
は
隠
し
き
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
建
設
省
は
梅
雨
入
り
を
前
に
太
陽
電
池
を
利
用
し
た
、
自
動
地
滑
り
警
報
装
置
（
一
基
約
二
百
万
円
）
を
全
国
の
危
険

箇
所
十
か
所
に
試
験
的
に
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
、
本
町
の
ト
ウ
ジ
山
に
も
こ
れ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

トウジ山で起きた地滑り

に
大
崩
壊
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
い
と
い
う
。

昭
和
五
十
五
年
七
月
七
日
東
京
の
地
質
学
者
ら
に
よ
る
現
地
調
査
で
「
流
出
の
お

そ
れ
の
あ
る
土
砂
は
百
万
’
二
百
万
立
方
腕
（
繁
藤
災
害
の
土
砂
は
約
十
万
立
方
腕

程
度
で
あ
ろ
う
」
と
そ
の
規
模
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

同
五
十
五
年
度
か
ら
緊
急
治
山
工
事
と
し
て
床
固
め
工
事
や
応
急
工
事
を
実
施
し

て
い
た
が
、
翌
五
十
六
年
か
ら
建
設
省
は
大
規
模
な
作
業
道
を
つ
け
て
本
格
的
な
砂

え
ん
て
い

防
堰
堤
を
造
り
始
め
た
。

一
方
住
民
は
人
命
最
優
先
を
目
標
に
岩
原
集
会
所
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
を
避
難
場

所
に
定
め
て
避
難
す
る
こ
と
と
し
、
特
に
危
険
度
の
高
い
家
庭
に
は
町
か
ら
避
難
小

舎
（
プ
レ
ハ
ブ
建
て
）
を
世
話
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
八
月
台
風
十
三
号
に
よ
る
豪
雨
で
大
規
模
な
崩
壊
を
起
こ
し
た
が

二
十
八
日
頃
に
は
一
応
治
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
の
崩
壊
土
砂
は
推
定
四
万
立
方
樹
で

五
十
五
年
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
堰
堤
四
基
を
た
ち
ま
ち
に
し
て
埋
め
つ
く
し
た
（
高

さ
六
腕
二
基
、
同
二
十
肘
二
基
）
。
出
さ
れ
て
い
た
避
難
命
令
が
解
除
に
な
っ
て
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